
士監醗酵責

○法量の欄にカッコのあるものは、図上復元による推定値である。

○焼成、保存の欄は、不良、やや不良、普通、やや良好、良好の五段階で示してある。

○その他の欄に弥生土器、土師器と注記のあるもの以外は、すべて須恵器である。

○その他の欄に註とあるものは、欄末に別記してある。

出土遺構
土 器

番号

器種 ！ 法　　　 量 （cm ）
！ 形態 上の特 徴 手法 上の特徴 胎　 土 色　 調

焼 成

保 存

駁 上番号

そ　の　他口径 胴径 底 径 器高

A － 2 号 1 杯 身 9 ．5 4 ．5 。立ち上がりは内湾 ぎみで、 0 底部外面へラおこし後 。長石、石英、 。（外） 良好 0 ヘラ記号

横穴墓 端部にやや面をもつ。 ヘラケズリ。 角閃石など 淡縁庚色 0 Å－10

。受部は外上方向で短い。 。底部内面は不整方向の 砂粒、微妙 ○（内）

0 全体に厚手で器高は深い。 ナデ。 粒含む。 淡 灰 色

2 杯 身 10 ．7 4 ．3 。立ち上が りは内傾 し、端部 。外面へラおこし後、体 。長石、石英、○淡線灰色 やや 〇杯蓋 14 と

にやや面をもつ。 部中位以下へラケズリ。 角閃石など ～灰色 良好 セットか

。受部は長 く水平方向へのび

る。

。内面体部中位以下不整

方向のナデ。

砂粒、徴砂

粒含む。

o A － 19

3 杯 身 10 ．4 4 ．6 。立ち上が りは内傾 し、端部 。外面へラおこし後、体 。長石、石英、 〇（外） やや 。杯蓋 18 と

にやや面をもつ。 部中位以下へラケズリ。 角閃石など 明青灰色 良好 セットか

。受部は外上方向。 。底部内面は不整方向の 砂粒、微妙 。（内） 。ヘ ラ記号

0，全体に厚手で器高は深い。 ナデ。 粒多く含む。 淡育成色 o A －3 2

4 杯 身 10 ．4 4 ．6 。立ち上がりは内傾 し、端部

はとがる。

0 受部は外上方向で短い。

0 受部以下は厚手で深い。

。底部外面へラケズリ後

横ナデ。

0 底部内面は不整方向の

ナデ。

。石英、長石

の砂粒 など

著 しく多く

含む。

。灰色 良好 。Å－2 6

5‾ 杯身 1工 2 4 ．3 。立ち上がりは内湾 ぎみで、 0 外面休部中位以下へ ラ 。長石砂粒、 。（外） 良好 O A －2 7

端部は丸くおさめる。 ケズリ。 石英、角閃 暗灰色

0 受部は外上方向で短い。 ○底部内面は不整方向の 石徴砂粒な 。（内）

。全体 に厚手。 ナデ。 ど含む。 青灰色

6 杯身 1 0．3 4．6 0 立 ち上がりは内傾 し、端部 。外面底部へラケズリ。 。長石、石英、 0 （外）黄灰 やや o A － 28

を丸くおさめる。 。内面体部中位以下不整 角閃石など 色～濃吉 不良

○受部はやや外上方向。

0 全体 に厚手で器高は深い。

方向のナデ。 微砂粒少 し

含む。）

灰色 （内）

紫灰色

7 杯 身 1 1．5 4 ．4 0 立ち上がりはやや内湾 し、 。外面体部中位以下へ ラ ン。長石、石英、 0灰色～暗 良好 0 外面一一一一一部

端部 を丸 くおさめる。 ケズリ。 角閃石など 灰色 自然紬 が

0 受部は水平か l L やや外上 0 底部内面は不整方向の 砂粒、微砂 かかる。

方へのびる。薄手。

0休部中位以下は厚手。

ナデ。

0外面底部へラケズリ。

○内面体部中位以下に不

整方向の十デ。

粒著 しく多

い。

。A …2 9

8 杯 身 ・1 0．2 3 ．9 。立ち上がりは内傾 し、端部

を丸くおさめる。

。受部は外上方向。

。体部以下は厚手。

。長石、石英、

角閃石など

微砂粒少 し

含む。

0時青灰色 良好 D A …20

9 杯 身 1 0．4 3．8 。立ち上がりは内傾 し、端部

を丸くおさめる。

。受部はやや外上方向。

0 外面体部下位以下へ ラ

ケズリ。底部中央付近

はヘラ切 り後未調整。

。底部内面は不整方向の

ナデ。

0長石、石英、

角閃石など

砂粒、徴砂

粒含む。

○青灰色 良好 0Å…2 2

1 0 杯身 （1工 1） 0 立 ち上がりは内傾 し、端部

を丸くおさめる。

0 受部は外上方へのびる。

0長石、石英、

角閃石など

微砂粒含む

。淡緑灰色 良好 。IA －3 6
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出土遺構
土 器

番号
器種

法　　　 量 （cm ） i 形態 上の特徴

手法 上の特徴 胎　 土 色　 調
焼 成

保 存

取 上番号

そ　の　他口径 胴径 底 径 器高

11 杯 身 11 ．3 3．7 〇立ち上がりはやや内湾 し、 ○外面体部下位以下 をへ っ長石、石英、 〇青灰色 〇良好 〇ヘ ラ記号

端部を丸くおさめる。 ラケズリ。 角閃石 など 〇外面一部

。受部はやや外上方向。 。底部内面は不整方向の 砂粒、徴砂 に自然粕

。全体に厚手。 ナデ。 粒 多く含む。 かかる。

。A －25

12 杯 身 10 ．8 3 ．4 。立ち上がりはやや内湾 し、 。外面休部下位以下をへ 。長石、石英、 ○（外）青灰 〇瞥通 〇A －30

端部を丸くおさめる。 ラケズリ。 角閃石など 色～淡緑

。受部はやや外上方へのびる。 〇底部内面は不整方向の 砂粒、微妙 灰色

。全体に厚手。 ナデ。 粒 を含む。 っ（内）淡緑

灰色

13 杯 身 （12 ．5） 3 ．7 。立ち上がりはやや内湾 し、 ○外面底部 をヘラケズリ。 。長石、石英、 〇青灰色～ 。良好 〇外面一部

端部は外上方向にとがる。 〇内面底部は不整方向の 角閃石など 灰色 に自然粕

。受部は外上方向へ短い。

○体部より上は厚手。

ナデ。 微砂粒含む。 かかる。

。A －36

14 杯蓋 12 ．3 4 ．8 。天井部 と［璃豪部の境 に 2条 。天井部上半をヘ ラケズ 。長石、石英 0淡縁灰色 。普通 〇A － 3

の凹線。

。天井部丸く、器高は深い。

リ．。

。天井頂部内面は不整方

向のナデ。

の砂粒 多く

含む。

～黄灰色

15 杯蓋 （13．4） （4．5） 。，天井部と＝縁部の境 に2 条 〇天井部上半 をヘラケズ ・〇長石、石英、 ○明青灰色 。良好 。A －13

の浅 い四線。

〇天井部丸く、器高は深 い。

リ後ナデ。

。天井項部内面は不整方

向のナデ。

角閃石など

微砂粒含む。

～暗灰色

16 杯蓋 l．1．4 3．7 。天井部 とけ縁部の境に四線

を1 条。

。．天井部上半 をヘラおこ

し後へラケズリ。

。天井頂部付近はヘラお

こしのまま。

0 天井頂部内面は不整方

向のナデ。

？長石、石英、

角閃石など

砂粒、微砂

粒含む。

。明青灰色 ○良好 OA － 1

17 杯 蓋 12 ．4 3．9 。天井部と＝縁部の境 に四線 。天井部上半へラケズリ。 。長石、石英 0青灰色～ ○やや 。A －4

を 1条。 。天井項部内面は不整方

向のナデ。

など砂粒、

微砂粒含む。

淡縁灰色 良好

18 杯 蓋 12 ．4 4 ．2 0天井部 と［」縁部の境 に鈍い 0 天井部へラケズリ。 。長石の砂粒 。暗青灰色 。良好 。A －5

稜。その直上に凹線 を1 条。

。天井部の器壁厚手。

○内面天井部は不整方向

のナデ。

顕著。 ～青灰色

19 杯蓋 12 ．6 3．7 。天井部 と「．＿：1縁部の境 とその 。天井部上半へラケズリ。 。長石、石英 。（外）紫灰 。良好 OA －12

直上に四線を各 1条。 。内面項部付近は不整方

向のナデ。

噸

など微砂粒

少量含む。

色一灰色

。（内）暗灰

色

20 杯蓋 13 ．3 3．9 。天井部 と甘縁部の境 に鈍い 0 天井部上半へラケズリ。 ○長石の砂粒 。淡青灰色 。良好 oA …23

稜 をもつ。

。天井部の器壁厚手。

。天井項部は内外面とも

不整方向のナデ。

顕著。 外は日縁

部が灰色

21 杯 蓋 12 ．6 4 ．2 。天井部 と口縁部の境 に浅い

四線 を1 条。

。全体に厚手。

0 天井部上半へラケズリ。

0 内面項部付近は不整方

向のナデ。

。長石の砂粒

微砂粒顕著。

恒 灰色 0良好 oA －21

22 杯 蓋 12 ．9 3 ．6 。天井部 と日縁部の境 とその 。天井部へラケズ リ。 。石英、角閃 0暗青灰色 。良好 。A －31

直下に四線を各 1条。

〇全体に厚手。

。目線端部にパケメ。

。内面項部に不整ナデ。

石など微砂

粒少量含㌔

～青灰色

23 施 1工1 9．4 4．7 14．3 ○頭部中位 にごく浅い四線 を 0胴部下半をヘラケズリ。 0長石、石英 、。暗青灰色 ○良好 。A －44
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出土遺構
土 器

番号

可 法　　　 量 （cm）
形 態上の特徴 手法 上の特徴 胎　 土 色　 調

焼 成

保 存

取 上番号

そ　の 他口径 胴径 底 径 器高

1 条、胴部上半に凹線 2．条、

日縁部下端に凹線 1条。

。パケ状工具で頸部上半に16

条の波状文、胴部凹線の間

に7 条の剣突列点文。

角閃 石など

砂粒、微砂

粒含む。

24 高杯 14 ．3 10．6 10 ．3 。三角形透かしを二方向。 ○内外面とも回転ナデ。

但 し、杯部内面は不整

方向のナデ。

。長石、石英

など砂粒少

量含む。

。乳灰色 。普通 。Å－35

2 5 平瓶 9．8 2 5．3 5 ．3 2上3 。肩部に一対の円形淳文 を貼 。休部は平行夕タキ （一 。長石砂粒、 。黒灰色～ 。良好 0 ［」縁部内

りつける。 部残 る）後、細いカキ 石英、角閃 青灰色 外面一体

○肩部はほとんど偏平だが、 メを巡 らし、最後に軽 石など微妙 部上半に

目線部 に向けてやや窪んで

いる。

くナデ調整。 粒少量含む。 自然紬。

0 Å－45

2 6 婆 （42．5）64 ．7 8 7．8 0 右投目線。 0 胴部外面は格子目夕夕 。長石、石英、 。淡灰色† 。やや ○屍床

。頭部 に3 条と1 条の凹線 を キ。 角閃石、赤 淡緑灰色 不良 O A －36他

巡 らし、その直上及びその 。胴部内面は青海波文夕 色酸化粒な

間にパケ状工具による波状

文。

タキ後、下半を横方向

のパケ目調整。

ど砂粒含む。

27 婆 24．6 4 8 ．0 5 3．8 。右投目線から短かい頸部。 0胴部外面は平行タタキ 0長石、石英、 0青灰色～ 。良好 〇日縁部 ～

。肩がは り底部はいびつな丸 後、あらいカキメ調整。 角閃石など 灰色 肩部 に自

底。 ？胴部内面は青海波文夕

タキ。

砂粒含む。 然紬。

OA －36他

B － 1 号

横 穴墓

28 士竺E 6．6 8 ．5 。底部 を欠く。

。胴部下半は厚手。

。内外面 とも回転 ナデ。 。長石の砂粒

やや顕著。

。灰色 ○良好 。B －99

29 高杯 14 ．4 1 0．5 10．2 。三角形透 かしを2 方向。 0 内外面とも回転ナデだ 0長石の砂粒 、。青灰色～ 。良好 OB －77

。日縁部外面に凹線 を2 条。 が、杯部内面はその後

不整方向のナデ。

徴砂粒顕著。 暗青灰色

30 高杯 14 ．2 9．4 ’10．1 。三角形透 かしを2 方向。 0 内外面とも回転ナデだ 。長石、石英 。青灰色～ 。良好 OB －78

9 日縁部外面に凹線 を2 条。 が、杯部内面はその後

不整方向のナデ。

など砂粒、

微砂粒含もも

暗灰色

31 高杯 9 ．1 7．2 12．0 。二段三方向透かしだが、上 0 内外面とも回転ナデだ 。長石、石英 。噌青灰色 0 良好 0 日縁部～

段は切 りこみだけ。 が、杯部内面はその後 など砂粒、 杯部一一ノー部

。日縁部に2 条 と1条、杯部

に1 条ずつ、脚部透かしの

問に 2条の四線。

。杯部四線の間に 5条のパケ

状工具で剣突列点文。

不整方向のナデ。 微砂粒やや

多く含む。

に自然紬

かかる。

O B －97

32 趣 9 ．9 1 0．0 4．2 12 ．7 。頸部 は太く短か く、下端に

四線 1 条が巡 る。

○［］縁部下端にも凹線 1条。

空荷状工具で頭部上半に雑 な

波状文、体部中央 に5条単

位の刺突列点文。

。体部下半以下 を丁寧に

ヘラケズ リ。

。長石、石英、

赤色酸化粒

など砂粒、

微砂粒含む

0青灰色 0 良好 。B －98

3 3 提 瓶 8．8 1 6．7 23 ．0 。両肩に把手一一対。 0 体部は丁寧 なヘ ラケズ 。長石砂粒目 。録灰色 。良好 0 体部上半

0 表面の方が裏面より丸みが リ後、表面のみナデ。 だつが全体 以上…一部

あり、目線部は裏面寄 りに

立ちあがる。

0日縁部は丁寧なナデ。 に砂粒、微

砂粒少なめ。

に自然軸

。B －83
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士 器
出士遺構　　　　 器種

番号

法　　　 量 （cm ） 巨 態 上の特徴

手法 上の特徴 胎　 土 色　 調
焼 成

保 存

取 上番号

そ　の 他
口径 匝 径 底 径 器高

34　 提瓶

35 ！横瓶

14 ．7　 28 ．5 侵 8．8 。両肩に把手一対。

。短 かくあまり外反 しか 1頭

部 からH 縁帯 を形成。

。体部最大径は下位豆ある。

。休部外面は格子状タタ

キ複雑なカキメ調整。

旬体部内面は円孤状 タタ

キ。

0 長石、石英

など徴砂粒

少量含む。

。暗青灰色 0 良好 。B －84

4 8，3 0 外面は格子状 タタキ後

雑にカキメ、内面は円

孤状 タタキ。

○長石、石英、

角閃石をど

徴砂粒含む。

。淡灰色～

暗青灰色

i

。良好 0一部自然

粕。

oB －100他

36　　 婆 50 ．6 。最大径は胴部中位 にあり、 〇日縁部内外面ともナデ。 。長石、石英、 。暗灰色 。良好 ○一部 に自

底部はいびつな丸底。 。胴部外面は平行 夕タキ

の後ナデ、内面は青海

波文夕タキ。

角閃石など

砂粒、微砂

粒含む。

然紬。

○屍床

o B －49他

B ニ 2 号 37　 杯 身 12 ．0 4．6 ○立ち上がりはほぼ垂直、端 0 外面底部へラケズリだ 0 長石、石英、。暗灰色 ○普通 。外面自然

横穴墓 部は丸くおさめる。 が、底部未調整。 角閃石、火 0 外面土壌 紬がかか

○受部は極喝に短い。 。内面体部下半以下は不 山ガニラスな による褐 る。

0 全体に厚手で霹高は深い。 整方向のナデ。 ど含む。 色化。 O B －61

3 8　 杯 身 11．8 4，7 。立 ち上がりはほぼ直立 し、 0 外面底部へラケズリ。 。長石、石英、 ○暗灰色 C）良好 。外面自然

端 部は丸 くおさめる。 。内面体部下半以下は不 角閃石をど ○外面土壌 和。

。受部 は極端に短い。

。内面体部上端に沈線状凹み。

整方向のナデ。 砂粒、微砂

粒多 く含む

による褐

色化。

OB －62

3 9　 杯身 10．9 4 ．3 。立 ち上がりはほぼ直立し、 0 外面底部付近はヘ ラケ 0長石、石英、 C．淡録灰色 0 やや 048とセッ

端部は丸くおさめる。 ズリだが、中心はヘラ 角閃石など 不良 卜

○受部は水平方向に長い。

0 内面体部上端に沈線状凹み。

おこしのまま。

○内面底部不整方向ナデ。

砂粒、徴砂

粒含む。

O B －28

40　 杯身 1．1．5 4 ．4 。立 ち上がりはやや内傾 し、 0外面底部へラケズリだ 0 長石、石英、 0（外）灰色 0 やや 0 54とセッ

端部は丸くおさめる。 が、中心付近はヘラお 角閃石、火 0（内）縁灰 良好 卜

。受部は外上方へ直線的。

0 内面体部上端に沈線状凹み。

。全体に厚手。

こしのまま。

0 内面体部下半以下は不

整方向ナデ。

山ガラスな

ど砂粒、微

砂粒含む。

色 。B －29

4 1　 杯 身

42　 杯 身

43　 杯 身

44　 杯 身

45　 杯身

1上7 3 ．9 。立ち上がりは途中からはげ 。外面体部下半以上へラ 。長石、石英、 0青灰色 。良好 0 外面一部

直立 し、端部は丸い。

0 受部は外上方へ短い。

0 内面体部上端に沫線状凹軋

ケズリ。 角閃石など

砂粒、微砂

粒含む。

自然紬が

かかる。

。B －32

1 1．2 4 ．2 。立ち上が りほ内傾 し、端部 。外面へラおこしのまま。 ○長石、石英、 。灰色 ○やや O B －60

は丸い。 。内面体部下半以下は不 角閃石 など 0外面はま 良好

0 受部 は外上方へ短い。

0 内面体部上端 に沈線状凹み。

整方向のナデ。 砂粒、徴砂

粒含む。

嬢 により

褐色化。

10 ．6 4 ．5 0 立ち上がりは内湾、端部は 0 外面体部下半以下へラ ○長石、石英、 C沌普青灰色 。良好 0 52 とセッ

丸く、受部は外上方向。 ケズリ。 角閃石をど C一一部土壌 卜

0 内面体部上端 に沫線状凹み。 。内面体部下半以下一部 砂粒、微砂 による褐 o B －67

。全体に厚手で器高は深い。 不整方向のナデ。 粒含む。 色化。

10 ．8 3 ．7 。立ち上がりは内湾、端部は 0 外面体部下半以下へラ 0 長石、石英、 。灰色 0 良好 0 外面一部

丸く、受部は外反気味。 ケズリ。 角閃石、火 に自然紬

。内面体部上端 に沫線状凹み。

。全体に厚手。

0 内面底部不整方向のナ

デ。

山ガラスな

ど含む。

o B －70

1上2 4．6 0 平面形、立面形 ともいびつ。 ○外面底部へ ラケズリだ ○長石、石英、 0 （外）淡緑 0良好 。B －71

（最大） （最 大） 0 立 ち上がりは内傾、端部は が、中心付近にヘラお 角閃石など 灰色～灰

丸 く、受部は短い。 こし痕残る。 砂粒、微妙 色

。内面体部上端に沫線状凹み。 0 内面体部下半以下不整 粒含む。 。（内）暗灰

232



土 器　　　　　 法　　　 量 （cm） 焼 成 取 土番号
ヽ rI【コ 炭霧　　　　 ‾　′ ノ　　　　　　　　　　　　ム　　　ー
粗　 番号 福 一 口径 胴径 匝 射 率 ノ心、　　 ・王　　　　　　　　　　　 7　m　　 、ま　　　　　　　 冒ノ P堅

保 存　 そ　の ノ旭

L J 」 」 ⊥ 」 」 上 」

46　 杯 身 10 ．7　　　　　　　 4．2

。全体 に厚手。　　　　　　　 方向 のナデ。 色

b 立ち上がりは内傾、端部は　 0 外面体部下半へ ラケズ 。長石、石英、 0灰色～淡　 0良好　 ○頼紅潮

（最大） （最大．） 丸く、受部端部に面をもつ。 リだが、中心付近 にへ　 角閃石 など 緑灰色。　　　　 に自照軸

0 内面体部上端 に沫線状凹み。　 ラおこし痕残 る。　　　 微妙粒多く 0 50 とセ ッ

。特 に体部以下厚手。　　　　 0 内面体部下半不整方向　　 含む。 トか。

のナデ。 o B …鵬72

47　 杯蓋 1L 5　　　　　　　 4．2 。天井項部は扁平、天井部 と　 〇外面天井部上半へラケ ．0 長石砂粒顧 0 青灰色　 0 良好　 0 外面一一、・部

日縁部の境に稜をもつ。　　　 ズリ。　　　　　　　　 著。他、石 。外面は士F　　　　 に自然紬

。内面［j縁部直上に四線。　　 0内面天井項部不整方向　 英、角閃石 嬢 により　　　 。B －66

0 全体 に厚手。　　　　　　　　 のナデ。　　　　　　　 の徴砂粒。 褐色化。

48　 杯蓋 12．9　　　　　　　 4 ．8 0 天井部 と目線部の境に2 条　 0 天井部帝位へ ラケズリ。 。長石、石英、 0淡緑灰色 。やや 。B 一一25

の四線。 0 天井頂部へラおこし後　　 角閃石をど ○内面一部　 不良

。内面目線部中位に有段。

。天井部厚手で器高は深い。

ナデ。　　　　　　　　 砂粒、微妙

0内面天井頂部回転ナデ　 粒含む。

霊 Ⅲ

49　 杯蓋 12．1　　　　　　 4．2

退 社

後、不整方向のナデ。
i
菱

0 天井頂部は扁平∴天井部 と　 0天井部上半へラケズリ　 。長石、石英、 0－（タ瞞 炎縁　 0普通 。B －27

紆縁部の境 に浅い四線。　　　 後ナデだが、項部付近 角閃石をど 灰色

0 内面日録部中位 に浅い凹線。　 ヘラおこし痍残す。　　 砂粒、微妙 0 （内主灰

。全体 に厚手。　　　　　　　 0 内面頂部不整方向ナデ。　 粒含む。

0 天井項部は扁平、天井部と　 0 天井部上半へ ラケズリ　 0 長石、石英、

日縁部の境 に浅い四線2条。　 で、項部はさらにナデ。　 角閃石をど

○青灰色　 0 良好 。B －30

。全体 にやや厚手。　　　　 。内面項部不整方向ナデ。　 含む。

立　 ‾コ　部の鰭にご　 　ゝ 0天井部上半へ‾ケズリ　 0 巨石 石英 。ぐ外）暗青 。良好 。61か62と

0 天井部と［縁。　 晃 一浅し 太　 り　　　　 フ　　　　　 求 、 東、

凹線 1条。　　　　　　　　　 だが、碩部付近にヘラ 角閃石をど 灰色　　　　　　　 セ ット

。内面烏縁部下位 にごく浅い おこし痕残す。　　　　 砂粒．、微妙 。（内）淡青 ＿　　　 。外廟・わー一部

四線 1 条。 0 内面項部不整方向のナ 粒含む。 灰色　　　　　　　 に自然紬

0 樽 に天井部厚手で翫 釦 0　 デ㍉ ÷　 ｛＋ つ o B －26

52　 杯蓋 12 ．8 4．4 0 天井部 とU 綾部の境 に四線。 0 天井部上半へラケズリ　 0 長石、石鼠 ○青灰色　 。良好 。B －65

樽 に天井部厚手。 後、ナデ。　　　　　　 角閃石 をど 〇一部 、土 ‾

0 内面天井部上半はヨコ 砂粒、微妙 壌により

ナデ後、不整方向ナデ。　 粒含む。 褐色化。

53 杯㌍ ＝

54　 杯蓋 12．6

55　　 壷　　 8 ．5 1 2．8　 5．8

竺 斗 ＿＿＿＿＿巨 陣 捷 ・＿5

3。9

4．2 0 天井項部は扁平、天井部 と　 0 天井部へラケズリ。　 。長石、石英、 〇線灰色　 。普通　 0 ヘラ記号

［j縁部の境に凹線 1 ～2条。　 0 内面項部層転ナデ後、　 角閃石 をど

0 内面日縁部下位 に有段。　　　 不整方向のナデ。　　　 砂粒、微妙

0 全体に厚手。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 粒多く含む。

。B …33

10．5 0頚部 から垂直 に立 ちあがり、 。瀾部下半以下へラケズ 。長石、石英、 。濃音灰色　 0 良好　 0 肝「一部に

目線端部は丸くおさめる。 リ。 角閃石 など 自然軸＋

0胴部最大径は中位 にあり、 砂粒、微妙 。ヘラ記号

底部はほぼ平底。　　　　　　　　　　　　　　　　　 粒やや多い。 o B …35

8 ．0 巨 底部へラケズリ0　 0 55に同じ0 。爵嘉灰色 匝 車 攣

57　 高林 13．5　　　 1上0 1上8 o u 緑昏睡 位 に段 をもち、そ　 0 杯底部に不整方向ナデ； 。長石、石英、
0湖 穐 巨 やや 。B －24

（最大）
芸慧霊 に2条の膿 塑 震

○脚部に三角形透かしを3方　　　　　　　　　　　　　粒含む。
向、その直下に四線を1条。

良好
「 斗

恒8 匝瑚本項∵斗車車東 。口緑端部はやや外反、日緑　0杯底部に不整方向ナデ。－。長石、石英

ヱ33



出土遺構
土器

番号
器種

法　　　 量 （cm ） 「 形態上 の特徴

手法上 の特徴 胎　 土 色　 調
焼成

保存

取上番号

そ　の 他口径 胴 径 底径 器高

（最大） 部中位に凹線 1 条。

0 脚部に三角形透かしを2 方

向。

角閃石、火

山ガラスな

ど含む。

。（内）淡緑

灰色

59 高杯 14．7 11 ．1 10 ．2

（最大）

。目線部中位 に四線 1 条。

。脚部に三角形透かしを2 方

向。

0 杯部内面 に不整方向

ナデ。

。長石、石英、

角閃石、金

雲母など。

○淡緑灰色 。良好 OB －34

6 0 五重 1上4 8．6 4 ．0 1 3．7 。外湾する目線下端 に1 条、

頸部中位に2 条、体部の肩

と中位に各 1条の凹線。

0 休部四線間に刺突列点文。

。頸部上半に波状文。

。体部下半以下 を丁寧 な

ヘ ラケズリ。

0長石、石英、

角閃石など

特 に砂粒が

多い。

0 青灰色 ○良好 O B －69

6 1 五重 10．6 8．3 3 ．2 1 2．7 0外傾する口縁下部 と頭部中 。体部中位以下 を丁寧 を 。長石、石英、 。濃緑灰色 。やや 。B －37

位に各 1条の四線。

。頸部上半に波状文。

。体部上位に削突列点文。

ヘラケズリ。 角閃石など

砂粒、微砂

粒多く含む。

～縁灰色 良好

62 提 瓶 11．1 1 7．5 21 ．8 。外反する頭部 と目線帯。 。体部表裏面とも丁寧な 0 長石、石英、 ○灰色～緑 ○良好 。B －68

0体部肩に三角形突起を一対。 カキメ調整。 角閃石など。 灰色

63 婆 （48 ．2）（35．6） 。径の大 きい有段 目縁 と、や 0 胴部外面は平行 タタキ。 ○長石、石英、 0濃青灰色 ○良好 0外面一部

や長めの頭部 をもつ。頭部 。胴部内面は青海波文夕 角閃石 など に自然紬

外面 2 ヶ所に2 条ずつの凹

線、その間及び上部に波状

文 を施す。

0 胴部下半はかなりいびつ。

タキ。 の砂粒、微

砂粒含む。

。B － 5 他

C － 1 号 64 杯 身 （12．6） （4．4） 0 立 ち上がりは内湾 し、端部 0外面底部へラケズリ。 ○長石、石英 0 （外）濃青 。良好 。約1／3残

横穴墓

l

i

i

は丸く、受部は短い。 0－内面体部下半以下、不 など微砂粒 灰色 存

0内面体部上端に沫線状凹み。

。底部は厚手。

整方向ナデ。 少量含む。 。（内）淡青

灰色

。C － 8

65 杯 身

i

13．0

7

3．9 0 立 ち上がりは短 く内傾 し、 0 外面底部へラおこしの 。長石、角閃 0 濃青灰色 0良好 。68とセッ

受部 も外上方へ ごく短 い。 まま。 石など微砂 。外面一部 ト

0 内面体部上位に有段。

0 底部は厚手0 ＼）．．／一ノ／ノ

○内面体部下半不整方向

、・r J デ0

粒多 く含む 土壌によ

り褐色化。

OC －106

6 6 杯身 10．6 4．2 　 ＼　／づ
。立 ち上がりノほごく短｛享受

＼＼、

yノノ′ノノ；外面癖 βへラおこしの

．′′

○長石、石英 0 青灰色 0 良好 06 9とセッ

部も外上方へ短いノ云二二㌦ 一一一ノゴ二で嘗ま。 など微砂粒 。外面土壌 ト

。内面体部上端に浅い段。

。全体に厚手。

0 内面底部不整方向ナデ。 少量含む。 により褐

色化。

0 自然紬

。C －33

6 7 杯蓋 （13．6） 。天井部 と日緑部の境 に凹線

2 条。

。外面天井部上半へラケ

ズリ。

。長石微砂粒

ごく少量。

0濃青灰色 。良好 oC － 6

6 8 杯 蓋 12．0 4 ．3 0天井部 と目線部の境不明瞭。 。外面天井部へラケズリ。

0 内面天井部不整ナデ。

0 各種微砂粒

多く含む。

0 灰色 0やや

良好

OC －107

6 9 杯 蓋 12．1 生7 。，天井部 と日録部の境不明瞭。 0外面天井部へラおこし。

0内面天井部不整ナデ。

。各種砂粒、

徴砂粒含む。

。青灰色

。褐色化

0良好 OC －34

70 高杯 8．6 7 ．1
1

8 ．7 0 ロ縁部 に浅い四線 を3条。

0 脚部 3 方向に長い切 り目。

。杯部内面不整方向ナテ㌔

0脚部内面に絞 り痕。

0 長石の砂粒

顕著。

0 灰色 。良好 O C －32

7 1 平瓶 6．8 15．4 5．8 1 5．8 0 日緑部 と休部の境がやや窪 ○体部下位以下は丁寧な ○長石、石英、 0灰色 。良好 。肩部 と内

み、后がはり、最大径は体

部上位 にある。

0底部はほぼ平底。

ヘラケズ リ。 角閃石など

砂粒、微砂

粒含む。

面底部に

自然粕。

とC －30

72 平 瓶 12 ．6 3 1．5 3 2．4 0 体部最 大径は中位 にあり 。体部肩の内面に成形時 0 長石、石英、 0 （外）暗灰 0 良好 。外面一部

j34



出土遺構
土器

番号
器種

法　　　 量 （cm ） 「 形態上の特徴

手法上の特徴 胎　 土 色　 調
焼 成

保存

取上番号

そ　の 他口径 胴径 底径 器高

底部 はややいびつな丸底。 孔の痕跡。

0 ［］緑部内面に接合痕。

色外面体部下半は格子文

タタキ、体部内面は青

海波文 タタキで調整。

角閃石など

微砂粒含む。

色～緑灰

色

0 （内）淡灰

色

に自然紬

O C －22

C － 3 号 73 杯身 10．9 3．6 。立ち上がりは内傾 し、端部 0外面底部へラケズリ。 。長石、石英、 。（外）青灰 。良好 。外面に自

横 穴墓 は丸い。

。内面体部上端に浅 い沈線状

凹み。

。内面底部 不整方向ナデ。 角閃石祭ど

徴砂粒含もも

色～濃青

灰色、（内

濃青灰色

然紬。

O C －84

74 杯身 10．6 3．8 0 立ち上がりは内湾 し、端部 0外面底部へラケズリ。 。各種砂粒、 〇（外）濃青 0良好 0 77とセソ

は丸い。

。全体に厚手。

0 内面底部不整方向ナデ。 微砂粒含む 灰色、（内

紫灰色

ト

。C －83

75 杯身 11．6 4．3 0 立ち上がりはやや内湾、端 。体部下半以下 をヘ ラケ 0長石、石英、 。（外）灰色 0良好 0 外面…一一部

部は丸く、受部は短い。 ズリ。

0 内面体部下半以下 を不

整方向のナデ。

角閃石をど

砂粒、微砂

粒含む。

0 （内）青灰

色

に自然紬

OC －87

76 杯蓋 12 ．5 3．4 0 天井部 と目線部の境 に凹線 0外面天井部上半をヘラ ○長石、石英、 0 （外）濃緑 0良好 o C －86

を2 条。 ケズリ。 角閃石など 灰色

0 ロ緑部内面下位に有段。 。内面天井部上半を不整

方向ナデ。

砂粒、微砂

粒含む。

。（内）紫灰

色

77 杯蓋 11．8 4．3 0 天井部 と目線部の境 あいま 0 外面天井項部 をヘラケ 。長石、石英、 0 （外）青尿 0 良好 。C －85

いで、ごく浅い四線 1条。 ズリ。 角閃石など 色、（内）

0 日縁部内面下位に有段。 0 内面天井部を不整方向

ナデ。

砂粒、徴砂

粒含む。

淡紫灰色

。褐色化

78 杯蓋 12 ．1 4．6 。天井部 と目線部の境不明瞭。 0 外面天井部上半をヘラ

ケズリ。

0内面天井項部 を不整方

向ナデ。

0各種砂粒、

徴砂粒多く

含む。

。青灰色 0 やや

良好

O C －82

79 二お耳E 10 ．1 12 ．3 6．3 13．5 0胴部下位以下 を丁寧 な

ヘラケズリ。

。長石、石英

の砂醸漬著。

。青灰色 ○良好 O C －88

80 提瓶 8 ．1 15 ．5 2 1．9 0 なで肩に把手一対。目線部 0体部丁寧をカキメ調整 0長石、石英 。淡育成色 0 良好 O C －89

への立 ち上がりも屈曲鋭 く

なくをだらか。

のあと裏面に雑に平行

タタキ。

の砂粒録著。 。表面一部

土壌によ

る褐色化

C － 4 号 81 杯身 10．8 4．2 0立 ち上がりは内傾 し、端部 0外面体部下半以下へラ 0長石、石英 0（外）青灰 0 良好 。外面自然

横穴 墓 は丸く、受部は短い。 ケズリだが、底部中央 の糾う加 著。 包　　〕 紬。

9 内面休部 と日縁部の境が有

段化。

はヘラおこしのまま。

。内面底部不整方向ナデ。

。（内）濃灰

色

o C －121

8 2 杯身 10．9 4．2 0 立ち上がりは内傾、端部は 。外面体部下半以下へラ 0長石、石英、 。青灰色 0 良好 10 外面自然

丸い。 ケズリ。 角閃石など
ネ

軸。

0 内面休部上端に沫線状凹み。 0 内面底部不整方向ナデ。 含む。 O C －122

8 3 杯 身 10 ・て 4．0 5 立ち上がりは内傾、端部 に 。体部下半へラケズリ、 。各種砂粒、 。（外）黒灰 0 良好 0 外面自然

やや面 をもち、受部 は短い。 底部中央付近は未調整。 徴砂粒含む。 色 紬。

。全体にやや厚手。 ○内面底部不整方向ナデ。 。（内）灰色 O C －203

8 4 杯 身 10 ．2 4．4 。内面体部と目線部の境に沈

線状の凹み。

。全体に厚手。

0 体部下半へラケズリ、

底部は未調整。

。内面底部不整方向ナデ；

。各種砂粒、一

徹砂粒少量

含む。

0青灰色 0 良好 o C －119

8 5 杯身 11．2 3．8 0 立ち上がりは内傾、端部は 。外面体部下半以下へラ 。長石、石英、 。暗青灰色 。良好 。外面一部
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土器　　　　　 法　　　 量 （cm）
出土、昏構　　　　 器種 形態上の特徴 手法上の特徴　　　　 胎　 土

ケズリだが、底部中央　 角閃石など

付近 にヘラおこし痕残　　 砂粒、微妙

る。　　　　　　　　　 粒含む。

。内面底部不整方向ナデ。

焼 成　 取上番号
色　 調

保存　 そ　の 他

に自照軸。

。C －163

胡乱
番号 口径　 胴 径　 庭径　 器高

4 ．6

87 に 身 軋 8　 4 °2

丸い。

0 受部 は外 上方へ厚手。

0 立 ち上 が りは内傾、端部

は丸く、受部は短い．

0 体部下半以下は厚手。 －

0 立ち上がりは途中で屈曲し

垂直に伸び、端部は丸い。

0 底部はやや厚手。

0外面底部へラケズリだ　 0 長石、石英

が、中央付近は未調整。鶴　 の砂噛 著。

0 内面底部不整方向ナデ；

0 時灰色　 0良好　 0 外面一部

に自然紬

o C －20 2

88　 杯 身 10 ．4　　　　　　　　 4 ．2 0 立ち上がりほ内傾、端部は

丸い。

0外面体部下位以下へラ　 0 長石、石英、

ケズリ。　　　　　　　 角閃石など

0 青灰色　 0良好　o c －128

○内面休部上端をヘラ状工具 0内面底部不整方向ナデ； 砂粒、微妙

のおさえで沈線状化。 粒含む。

89 杯 身 10 ．0　　　　　　　　 3 ．5 0 立ち上が りは内傾、端部 に 0外面底部へラケズ リ。　 0 各種砂粒、 0 音灰色　 0良好　o c －12 5

やや面 をもつ。 。内面底部不整方向ナテ㌔　　 微砂粒含む。

90 杯 身 10 ．9 3 ．7 0 立ち上がりはやや短く内傾 0外面底部へラおこし後　 0 長石、石英 0 （外）専属　 0良好　O へラ記号

端部は丸い。 ナデ。 の砂粒がや 色 094 とセ ッ

0 全体にやや厚手。 0内面底部不整方向ナデ。　 や目立つ。 0 （内）紫痍　　　　　 卜

色　　　　　　 0滴 然潮。

J C －165

9 1 杯身 10．6　　　　　　　　 4．0 0 立 ち上がりは短 く内湾し、

端部は尖 る。

0 受部は外上方へ短 く外湾。

92　 高杯 14．3　　　 1 1．2　 21．0 ○三角形透 かしを2方向。 0杯部内面不整方向ナデ　 0 長石、石英

他は回転ナデ。　　　　 の砂粒顕著。

0 （外）灰色　 0 良好　 oc －118

0（内）青灰0 日緑部下端と脚部透 かし下

に洗練 を各 1 条。 色

93　 高杯 （14 ．4）

94　 杯蓋 12 ．9　　　　　　　　 4 ．3

i o慧 、。 0濃青灰色　 0 良好　 0約％残存

OC －123

0 日縁部 と天井部の境 に上下 二南 京牽壷百二 ラお汁 各種微砂粒

し後ナデ調整。　　　 赤色酸化粒、

0内面天井項部不整方向　　 火山ガラス

。濃灰色　 。良好　 0 天井部に

0一部土壌　　　　 ヒダスキ

による褐　　　　 oC －166

2 条の浅い法線。

95 守 旧

96　 杯蓋 12 ．1　　　　　　　 4．1

■ ■ ■ ■ ■ ■ 翳 のナヂ。．ハ＿　　　　　　　　 含む。 色化。

。天井部 と日縁部の境に浅い

沈線 1条。

i o慧 、。

0天井部とU 緑部の境に法線

1 条。

0外面天井部上半へラケ　 0 長石、石英

ズリ。　　　　　　　　 の砂粒顕著。

0 内面天井部不整方向の

ナデ。

。緑灰色　 0 良好　 oc －164

97　 提 瓶　 8 ．3 1 5．1　　　 23 ．2 0 日縁部中位に洗練 1 条、そ 0 休部表面はヘラケズ リ　 0 長石砂粒や

後ナデ、体部裏面はへ　　 や目立つ。

。暗灰色～　 0良好　 oc －137

黒灰色の上に淳文 射固はりつけ。

0 蘭に円形浮文1 対。 ラケズリのまま。

V‾三 ‾‾苫 窯 9．0 紺 ’5
0 肩に把手 1 対。

0 体部下位 はいびつ。

0 体部ナヂ調整後、やや　 。各種砂粒、

雑にカキメ調整。　　　 微砂粒含む。

0赤灰色～　 0 不良　 o c －136

黒灰色

0灰色　　 0良好 。約宛残存

OC －120闊〇〇〇〇m

10 0 聾 15 ．6 0底部はいびつな丸底。 。胴部外面タタキの後カ 0 長石、石英、 0青灰色 0やや 0 屍床 と前

キメ調整。　　　　　　 角閃石など 良好　 庭部床面。
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出土逮轄 軒 轟 量 （cm ） ！ 形 態上の特徴

手法上の特徴 胎　 土　　 色　 調
焼 成

保存

取上番号

そ　の　他底径 器高

0 胴部内面青海渡 文 タダ 砂粒、微妙 O C －130

瓦

キ。 粒含む。

0最大径は胴部中位。 0胴部外面 タタキの後、

横方向のカ．キメ調整。

0胴部内面青海波文タダキ

0 長石、石英、 。淡灰色

角閃石など

砂粒含む。

0不良 0屍床

OC －144

C － 5 号　 102　 杯蓋 （13淵） 0 天井部とロ緑部の境に法線 。′天井部中位以上へラケ 0 各種砂粒、　 0 灰色　 － 0 良好 0 約％残存

横穴 墓 を2 条。 ズリ。 徴砂粒含む C －357

103　 婆

‡‾岩左門 13°8

0 外面、格子状 タタキ。

0 内面は青海渡文タタキ。

0各種紗軋　 0 痍色

微妙粒含む。

0 良好 O C －26 4

6 ．5　　 4．2 0 外面底部回転糸切 り。 0各種砂粒含　 0 洩燈色 0 やや 0 土師器

0 内面底部水ひき痕。 む。 不良 O C －263

C － 6 号　 10 5‘杯身 10．8

横 穴墓

106　 杯身 10 ．5

10 7　杯身 10 ．4

4．3 0立 ち上がりは内湾 し、端部 0 外面体部下半以下へラ ○各種砂粒、　 0 （外）青俵 0 良好 。C …157

は丸い。 ケズリだが、底部にへ 徴砂粒、火　 色

ラおこし時の擦痕。

。内面底部不整方向ナデ；

山ガラスな　 0 （内）灰色

ど含む。

3。9 0 立 ち上がりは内湾 し、端部 。外面体部下位以下へラ 0各種砂粒、　 ○灰色 0 やや 0 外面に自

は丸い。 ケズリ。 徴砂粒含む。 良好 然紬。

。内面体部 と目線部の境に沈

線状凹み。

O C …159

3．5 。立 ち上がりはやや短 く内傾 0 外面体部下位以下へラ 0 各種砂粒、　 0 淡縁灰色 0 良好 0112 とセ

し、端部は丸い。 ケズリ。 微妙粒含む。 ツト

0内面体部 と日縁部の境に沈 ○内面体部下位以下、不 OC －189

線状凹み。 整方向のナデ。

108　杯身 10 ．6 3 ．6 0立 ち上がりほ内傾 し、端部

はやや面をもつ。

0外面体部下位以下へラ

ケズリ。

0 各種砂粒、　 0緑灰色

徴砂粒含む。

0良好 0 1 13 とセ

ッ ト

0受部は折 り返 し残る。 0 内面体部下位以下、不 o C －19 0

0 全体に厚手。 整方向ナデ。

109　杯 身 10 ．6 3 ．7 0立 ち上がりは内傾 し、端部

は丸い。

0外面底部へラケズリだ

が、ほとんど未調整。

0 各種砂粒、　 0濃灰色

徴砂粒含む。

0 良好 0 外面mw一一部

に自然紬。

0内面体部 と口縁部の境に段 。内面底部不整方向のナ O C －161

をもつ。 デ。

110　 杯身 10 ．8

11 1 杯身 10．0

3。9 0立 ち上がりは外湾 し、端部 0 外面体部下半以下へラ 。各種砂粒、　 0淡縁灰色 0 良好 0 114 とセ

ほ丸い。

0 内面休部 とH 縁部の境に沈

線状凹み。

ケズリ。

0 内面底部不整方向ナデ；

微砂粒含む。 ソト

。C －188

3．7 0 立ち上がりは極端に短い。 ○外面底部へラおこし後 0 良石、石英、 0 淡黄灰色 0 やや O C －153

0全体に厚手。 未調整。・ 角閃石 など 良好

0 内面体部下半以下、幅 砂粒、微妙

11m の工具で断続的 に 粒含む。

右上 りのナデ調整。

112　 杯蓋 12 ．5 3．6 0天井部と口縁部の境にあま 0 外面天井部中位以上へ 。各種砂粒、　 0 緑灰色 0 良好 O C －13

い稜 をもつ。 ラケズリ。 微桝 立含む。

0 内面天井部不整方向の

ナデ。

113　杯蓋 12 ．7 3．8 0 天井部とロ縁部の境にごく

浅い洗練 1 条。

0 内面目線部下位 に右投。

0 外面天井部中位以上へ

ラケズリ。

0 内面天井部不整方向の

○角閃石多い。 0 暗青灰色 0良好 o C －160

ナデ。

237



出土遺構
土器

番号
器種

法　　　 量 （cm ）
形態上 の特徴 手法上 の特徴 胎　 土 色　 調

焼成

保存

取上番 号

そ　の 他口径 胴 径 底径 器高

114 杯蓋 13．1 3．9 0天井部 と口緑部 の境 に沈

線 1 条。

0内面臼縁部下位に沈線1条。

0 外面天井部上位へラケ

ズリ。

・0 内面天井部不整方向の

ナデ。

0各種砂粒、

微砂粒含む。

0線灰色 0 やや

良好

O C －191

1 15 台付 6．5 4．9 Ol宝珠つまみは形状がやや弛 0 外面天井部上半へラケ 0各種砂粒、 。灰色～ 0良好 0 外面一部

鉢蓋 緩。

0 内面天井部とかえりの境 に

沈線状 の凹み。

ズリ。 微砂粒含む。 濃灰色 に自然紬。

o C －154

1 16 台付 7．9 8 ．9 8 ．2 9．0 0体部外面にヘラ状工具で二 OI鉢底部内面は不整方向 。．各種砂粒、 0 灰色～黒 0良好 0 外面一部

鉢 董～三重の刺突文。 ナデ、それ以外は回転 微砂粒 （角 色 に自然軸

0 鉢底部外面にヘラ状工具で

三重～五重の刺突文。

0 脚台部に三角形透かしを2

方向。

ナデ。 閃石やや多

い）を含む。

0 115とセ

ッ ト

O C －141

1 17 杯 （14 ．0） 4 ．5 0各種砂粒、

微砂粒、赤

色酸化粒多

く含む。

0 淡黄褐色 ○不良 一〇土師器

0約％残存

O C －23

11 8 杯 14 ．8 4 ．4 0底部に回転糸切 り痕。 0 各種砂粒、

微砂粒、赤

色酸化粒含

む。

0淡黄褐色 0 不良 。土師器

oC －25

11 9 聾 （22 ．0） 0短 く外反す る有段目緑から 0胴部外面は縦方向の平 0 長石、石英、 0淡灰色～ 0良好 0 外面一部

屈曲して幅広にはった扇に 行タタキ。 角閃石 など 青灰色 に自然紬。

至る。胴部最大径は上位 に 9胴部内面は青海波文 タ 各種砂粒含 OC －14他

あるものと思われ、底部は

いびつな丸底。

タキ。 む。 0註①

12 0 横 瓶 0外面は平行タタキ後、

雑にカキメ。

0内面は青海皮文夕タキ。

0 長石、石英

など微砂粒

含む。

可炎黄灰色 0 良好 O C －16

C － 7 号 12 1 杯身 10 ．6 4 ．2 0 体部と′受部の境に浅い沈線。 0 外面体部下位以下へラ 0各種微砂粒、。（外）濃青 0良好 0・C －111

横穴墓 0 内面体部と目線部の境は有 ケズリ。 砂粒、火山 府臥 （㈲

段化。 0 内面底部不整方向ナデ。 ガラス含む 青灰色

122 杯 身 10 ．4 4 ．4 0 立ち上がりは内湾 し、端部 0 外面体部中位以下へラ 。各種砂粒、 0（外）青灰 ○良好 0 14 3とセ

は丸い。 ケズリ。

0 内面底部不整方向ナテ㌔

微砂粒など

少し含む。

色、（内）

黄灰色

ットか

空C －114

12 3 杯身 10 ．8 4 ．1 0 内面体部 と口緑部の境に沈 0 外面体部下位以下へラ ○各種微砂粒 0 （外）黄灰 0 良好 弓。142とセ

線状凹み。 ケズリ。 （石英多い） 色 ット

0 全体にやや厚手。 0 内面底部不整方向ナデふ を含む。 0 （内）淡青

灰色

0約％残存

OC －109他

124 杯 身 10 ．4 4 ．4 0 立ち上がりは内傾 し、端部 0 外面体部下半以下へラ 0各種微砂粒 0 （外）濃青 ○良好 0 138とセ

は丸い。 ケズリだが、底部中央 少量含む。 灰色 ット

q 内面体部 とロ緑部の境に浅

い沈線状凹み。

付近 に板目痕残 る。

0 内面底部不整方向ナデ。

0 （内）青灰

色

o C －110

12 5 杯 身 11 ．2 4 ．4 0 立ち上がりはやや短く内湾 0 外面体部中位以下へラ 。長石、石英 。（外）灰色 0良好 013 7とセ

し端部は丸い。 ケズリ後、軽くナデ。 砂粒の他、 0 （内）黒灰 ットか

0 内面体部 と目線部の境に浅

い沈線状の 凹み。

0 内面底部不整方向ナデ； 各種微砂粒

含む。

色 OC －284

138



出土遺構
土器

番 号
器種

法　　　 皇 （cm）
形態上の特徴 手法 上の特徴 胎　 土 色　 調

焼 成

保 存

取上番号

そ　の 他口径 胴 径 底 径 器高

126 杯 身 9 ．8 3 ．6 0 立ち上がりは内傾、端部は 0 外面体部下半以下へラ 0 各種微砂粒、．0商緻 ｝ 0 良好 O C －289

丸く、受部は長い。

0 内面体部 と目線部の境が有

段化。

ケズリ。

0 内面体部下半以下、不

整方向ナデ。

砂粒少し含

む。

灰色

127 杯 身 10 ．3 3 ．9 0 立ち上がりは内傾、端部は 0 外面休部下位以下へラ 0長石の初戦 こ 0線賂 － 0 良好 0145 とセ

丸く、受部はごく厚手。 ケズリ。

0 内面底部不整方向ナデ

微砂粒顕著 青灰色 ットか

oC －290

1 28 杯身 10 ．3 4 ．0 6 立ち上 がり桜内傾、端部は 。外面体部下位以下へラ 0各種砂粒、 0（外）濃青 0 良好 oC －353

丸く、受部は短い。 ケズリだが、底部 にへ

ラおこし痕が残る。

0 内面底部不整方向ナデ。

微砂粒少 し

含む。

灰色

。（内）

淡青灰色

129 杯身 （10．8） 3 ．8 0 立ち上がりは内湾、端部は 0 外面体部下半以下へ ラ 。各極微砂粒、 0 線灰色 0良好 0「約％残存

丸い。 ケズリ。

0内面底部不整方向ナデ。

砂粒、火山

ガラス含む。

oC －354

1 30 杯身 （11．4） 4 ．2 0 立ち上が りは内傾、端部は 0 外面体部下位以下へ ラ 0 各種微砂粒、 0淡灰色～ 0良好 0音蟻 埠存

丸い。

0 底部は厚手。

ケズリ。

0内面底部不整方向ナデ。

火山ガラス

少し含む。

黄灰色 oIC －4

13 1 杯身 （11．4） 0 立ち上が りは内傾 し、端部

はやや面をもつ。

0各種微砂粒

少し含む。

〇線灰色 0良好 。約猪残存

UC －354

1 32 杯 身 （11．6） （4 ．6） 0 体部 と受部の境は軽く屈曲。 0 外面体部下半以下へラ 0 各種徴砂粒、 0 青灰色 0良好 0約％残存

0 内面体部とU 縁部の境にご

く浅い沈線状凹み。

ケズリ。 火山ガラス

少し含む。

OC －113

他

133 杯身 11．4 4 ．4 0 立ち上が りは断面三角形で 0 外面底部はヘラおこし。 0 各種微砂粒、 0 着灰色 0良好 。一部 自然

やや短 く、端部は丸い。

0 丸底で不安定。

0 内面底部不整方向ナデ。 火山ガラス

少し含む。

粕。

o C －227

1 34 杯身 10．8 4 ．1 0 立ち上がりは断面三角形で 0 外面体部下位以下へ ラ 0長石、石英、 。緑灰色 。普通 0 144とセ

短い。 ケズリだが、底部はほ

とんどへラおこし後未

調整。

0 休部内面は幅 6mm程の

指またはへラ状工具に

よる不整方向ナデ。

角閃石など

砂粒、微砂

粒、火山ガ

ラスやや多

く含む。

ット

O C －228

13 5 杯 身 10 ．0 4 ．1 0 立ち上が りはかなり内傾 し、 0外面底部へラおこし。 。長石の砂粒、 0灰色 0 146 とセ

短い。 〇一内面底部不整方向ナデ。 徴砂粒やや

顕著。

ット。

0外面一部

に自然紬

O C －255

13 6 杯 身 11．0 4 ．0 0 立ち上が りは短く内傾。 0 磨滅で不明瞭。 。各種微砂粒

多く含む。

0 （外）淡灰

色

0 （内）灰色

0やや

不良

0 ヘラ記号

。外面一部

に自然粕

。C －288

13 7 杯 蓋 12．8 4 ．5 〇日縁部 と天井部の境 に下 0外面天井項部へ ラケズ 0長石、石英 0 時灰色 0良好 0 外面一部

2 条の洗練。 リ。

9内面天井項部不整方向

のナデ。

の砂粒やや

顕著。

に自然紬

O C －28 2

13 8 杯 蓋 12．4 4 ．4 6 日縁部 と天井部の境 に洗練 D外面天井部中位以上へ 0長石、石英、 。（外）灰色 0良好 OC －28 3

1 条。 ラケズリ。 角閃石など ～青灰色

0．内面目線部下位に沈線1条。 0 内面天井項部不整方向 砂粒、微砂 0 （内）淡灰
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土 器
出土遺構

番号
器種

法　　　 量 （cm ）－
形 態上の特徴 手法 上の特徴 胎　 土 色　 調

焼成

保 存

取上番号

そ　 の 他口径 胴径 底径　 器高

i

l3 9

14 0

14 1

14 2

14 3

14 4

［＿：：：

147

14 8

14 9

1 50

i のナデ。 粒多く含む。 色

料蓋 13 ．2 4 ．8 0 日縁部 と天井部の境 に上下 0外面天井部上位へラケ 0各種砂粒、 0藷灰色 。良好 OC －285

2 条の法線。 ズリ。 微妙粒含む。

杯蓋 12 ．5 4．1 0 日綾部 と天井部の境 に上下 0 外面天井部中位へラケ 0 長石、石英 0 明灰色 0良好 oC －286

2 条の浅い沈線。

0 内面日緑部下位が有段化。

ズ リだが、項部はヘラ

おこし後未調整。

。内面天井部不整方向の

ナデ。

の砂楓

杯 蓋 11．9 4 ．1 0 日縁部 と天井部の境 に洗練 0 外面天井部中位以上へ 0 長石、石英、 0 （外）紫灰 0 良好 OC …28 1

を1 条。 ラケズ リだが、項部中 角閃石をど 色

0 内面目線部下位が浅 く有段 央付近にヘラおこし痕。 砂粒、微妙 。（内）淡灰

化。 0 内面天井部不整方向の

ナデ。

粒含む。 色

杯 蓋 12 ．1 4 ．4 0 口細部 と天井部の境に沈線 0外面天井部中位以上へ 0 各種砂粒、 0黄灰色 0 良好 OC －35 5

を1 条。 ラケズリ。 微砂粒少 し

0 内面口緑部下位に浅い有段。 0 内面頂部不整方向ナデ云 含む。

杯 蓋 12 ．9 3 ．7 0 日緑部と天井部の境やや不 0 外面天井部中位以上へ 0 長石の砂粒、 0灰色～黒 0良好

i

O C －112

明瞭。

0－天井部は偏平。

ラケズリ。

0 内面項部不整方向ナテ㌔

微砂粒顕著。 灰色

杯蓋 1上9 4 ．7 0 日緑部と天井部の境不明瞭。 0 外面天井部中位へラケ 0各種砂粒、 0 （外）緑痍 0やや oC －229

。天井部は丸く深い。 ズリだが、項部はヘラ

おこしのまま未調整。

0 内面天井部の調整方法

は133 と同 じ。

微砂粒、火

山ガラス含

む。

色

0 （内）明青

灰色

良好

杯蓋 12 ．3 4 ．1 。［j縁部 と天井部の境不明瞭〕 0外面天井部上半へラお

こし後、ナデ調整。

0 内面項部不整方向ナデも

0各種微砂粒

砂粒、火山

ガラス含む

0青灰色 。良好 C －230

杯 蓋 12．3 4．9 0 ［j緑部 と天井部の境 にごく

あまい凹線状凹み 。

0 外面天井部上半へラお

こしのまま。

0 内面天井部不整方向の

ナデ。

0 各種砂粒、

微砂粒、火

山ガラス含

む。

0明灰色 。良好 OC －254

杯 蓋 11．9 4 ．8 0 ［］縁部 と天井部の境不明酷 ’0 外面天井項部へ ラおこ 0 長石、石英、 。（外）淡緑 0良好 OC －29 1

。天井部 は丸く深い。 しのまま。

0内面天井部不整方向ナ

デ後、幅 5mmのヘラ状

工具で雑にナデ調整。

角閃石 など

砂粒、微砂

粒、火山ガ

ラス含む。

灰色

0（内）青灰

色

短頸 5．5 1 2．0　　 4．0　　 8 ．6 0 頸は短く内傾し、肩がはり 0 外面胴部下半以下へラ 。各種砂粒、 0時灰色～ 0良好 0 肩に自然

恵笠 胴最大径は上位猪の所にあ

る。平底。

ケズリ。 微砂粒含む。 黒灰色 軸。

o C －226

磁

提 瓶

11．7

8．7

9．7

i 1 6．4

4 ．6　 13 ．5

23 ．0

0体部中位にパケ状工具で刺

突列点文。

0 日緑部下端に 1条、頸部中

0 休部法線より下 をヘラ

ケズリ。

0休部裏面を底に粘土を

巻 き上げ、最後に表面

0 長石、石英、

角閃石など

微砂粒、火

山ガラス含

む。

0長石、石英、

角閃石など

0黄灰色

0濃灰色～

淡灰色

0 良好

0良好

OC －108

O C －287

位に2 条、体部剣突列点文

の上下に各 1条の洗練文。

0頸部沫線 と日綾部の間に、

パケ状工具で波状文。

0一体部肩に一対の円形淳文。
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出土遺構
土器

番号
器種

法　　　 量 （cm ） i 形態上嘩 徴

手法上の特徴 胎　 土 色　 調
焼 成

保存

取 上番号

そ　の 他
口径 匝 径 匝 径 器可

中央を円盤状の粘土で 砂粒、微砂

埋めである。 粒含む。

0表面はナデ。裏面はへ

ラケズリ調整。

C － 8 号 151 杯身 10．5 4 ．4 0 内面体部と日縁部の境に有 0 外面体部下半以下へ ラ 0長石、石英、 0 灰色 0 良好 0 155 とセ

横穴 墓 段。 ケズリ。 角閃石など ットか。

0内面底部不整方向ナデ。 砂粒、徴砂

粒、火山ガ

ラス含む。

0 外面自然

紬。

。C －252

15 2 杯 身 10．8 4．0 0 内面体部 と甘縁部の境 に有 0 外面体部下半以下へラ 0各種徴砂粒 0（外）濃青 0良好 O C －317

段。 ケズリだが、板目擦痕 砂粒、火山 灰色、（内）

が残る。

0内面底部不整方向ナデ。

ガラス含む 暗灰色

0外面一部

土壌によ

る褐色化

153 杯身 ＿10凄 4 ．1 。立 ち上がりは内傾、端部は 0外面体部下位以下に丁 0長石、石英、 0濃青灰色 0良好 O C －251

やや面をもつ。 寧 なヘラケズリだが、 角閃石など

底部中央付近はヘラお 砂粒、微妙

こしのまま。

0内面底部不整方向ナデ。

粒含む。

154

15 5

1 56

1 5 7

1 58

1 59

杯身 lL 2 4 ．3 ○立ち上がりはやや短 く、端 0外面底部へラケズリ。 C 各種微妙軋 0 明灰色～ 。良好 0 156 とセ

部はややとがり気味。 0内面底部不整方向ナデ。 砂粒含む。 紫灰色

い∴部土壌

による褐

色化。

ットか

0－－－、－・部自然

紬

O C －318

杯蓋 12．7 4．2 0 ［］緑部と天井部の境に上下 0外面天井項部へラおこ 0長石の砂粒、 0青灰色 0 良好 0 ヘラ記号

2条の洗練。 し後ナデ調整。 微砂粒やや o C －243

0 内面天井項部不整方向

のナデ。

顕著。

杯蓋 13．4 4．3 0 ［］縁部と天井部の境不明瞭。 0外面天井部へラケズリ。 0′長石の砂粗、0 （外）濃青 0良好 O C －316

0内面目線部下位 に浅い段。 0 内面天井部不整方向の 徴砂粒やや 灰色、（内）

ナデ。 顕著。 暗赤茶色

0 外面土壌

による褐

色化。

高杯＿15．7 12 ．8 10 ．8 。脚部の 2方向に三角形透 か 0 杯部内面不整方向のナ ○各恒徹胡乱 0 濃暗灰色 0やや OC －241

し。 デ。 砂粒、赤色 不良 他

。目縁部 と杯部の境不明瞭。・・ 酸化粒、火

山ガラス含

む。

有蓋 13．0 0 脚部の 3 方向に三角形逮か 9杯部下半へラケズ リだ 。長石の砂隠、 0（外）濃青 0良好 OC －247

高杯 し。 が、脚部装着後ナデ詞 微砂粒やや 灰色

○立ち上がりは短 く、端部は 整。 顕著。 0）（内）淡青

丸い。 灰色

高杯 8．9 5 ．6 1 1．7 。目線部中位 に2 条、下端に 0杯部内面不整方向のナ 0長石、石英、 0淡茶灰色 0良好 OC －244

1 条、杯部 に1 条、脚部中 デ。 角閃石など ～灰色

位に2 条の浅い法線？ 微砂粒、赤

0 杯部洗練の上方にパケ状工 色酸化粒含
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出土 遺構
土 器

番号
器種

法　　　 量 （cm）

形態上 の特 徴 手法上 の特 徴 胎　 土 色　 調
焼 成

保存

取 上番号

そ　 の 他口径 胴径 底径 器高

具で刺突列点文。

0脚部洗練の上方に3 方向の

切 りこみ、下方に3 方向の

三角形透かし。

0杯部 と日縁部の境が有段化 。

む。

160 捷 10．1 8 ．3 4 ．1 1 3．7 0 日縁部下端に1 条、頸部中

位 1 条、体部肩と中位 に各

1 条の洗練。

0 頸部は細 くくびれ、ラッパ

状に開 く。

。体部中位の洗練以下を

ヘラケズリ。

0各種砂粒、

微砂粒やや

多く含む。

0 黒灰色 0 良好 OC －237

1 6 1 高杯 11・隼 9 ．1 9．9 0脚部に杯部 をはめ込み。

タ杯部～U 縁部外面は、

彿方向 ハケ目、脚部外

面は縦方向ナデの後へ

ラ磨き （剥落のため不

明瞭）。

0 杯部内面の調整不明、

脚部内面はヘラおさえ。

0長石、石英、

角閃石など

砂粒、徴砂

粒、赤色酸

化粒、火山

ガラス多く

含む。

0褐色

0 丹彩

0不良 一〇土師器

p C －24 2

16 2 高杯 17．8 1 0．5 12．4 。脚部 に杯部をはめ込み。

0杯部～目線部外面はナ

デ後縦方向パケ目、脚

部は縦方向ナデの後脚

柱は縦方向パケ目、呵

台は横方向へラ磨 き （

磨滅、剥落で不明瞭）。

0杯部内面はナデ調整。

e 長石、石英、

角閃石をど

砂粒、微砂

粒、赤色酸

化粒、火山

ガラス含む。

0褐色

0 丹彩

0 やや

不良

0土師器

o C －239

163 婆 43．9 68 ．5 9 7．4 0 ［」頸部は長 く大きく外反 し、 0胴部外面は格子日夕夕 0長石、石英、 0暗灰色～ 0良好 0屍床と前

有段［j縁 を形成。なで肩で キ、内面は青海波文夕 角閃石など 暗紫灰色 庭部埋土

胴もあまり張 らない。丸底。

0 璽賠障 カ所に計 5 条の四線

その間にパケ状工具で8 ～

9 条の波状文。

タキ、底部外面にはさ

らにカキメを巡らせる。

0頸部内面に板状工具 に

よるおさえ痕が 3 列。

砂粒含む。 中出土。

o C －138

他

C － 5 、 164 提瓶．（15．0）（25．0） 0体部は張 りがありほぼ球形 0体部外面平行 タタキの 0各種砂粒、 。灰色 。良好 一〇約％残存

8 号横穴 0休部肩に把手一対。 後、下半分に雑なカキ 微砂粒含む。 0 註②

墓 01日緑帯 を形成。 メ。内面は円孤文タタ

キも

。・C －15他

C －6、7 、 16 5 横 瓶 （14 ．4）（50．0） （36．0） 。目線帯を形成し、目線帯 に 0 体郎中位の内面 に円盤 0 各種砂粒、 0淡灰色 t。良好 。約％残存

8 号横穴

墓

は沫線 1条 を巡 らせる。 状粘土の充てん痕あり。

○体部外面は格子目タタ

キの後、荒 くカキメを

巡 らせ、内面は円孤文

タタキ。

微砂粒含む。・ 。註⑨

oC －17他

B 区項部

不明遺構

166 婆 0 日縁帯 を形成。

0器壁は厚手。

0日縁部内外面横ナデ。 0 各種砂粒、

徹 少轍含む。

0褐色 。普通 10弥生土器

一〇約兆残存

。B －22

16 7 杯 身 0 内面休部 と目線部の境 にや

や段 をもつ。

。受部は水平方向に長い。

0 各種砂粒、

微砂粒含む。

0灰色 0良好 0約％残存

o B －13
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出土遺構
土 器

番号
器種

法　　　 量 （cm ）

形態上 の特 徴 手法上 の特 徴 胎　 土 色　 調
焼成

保存

取 上番号

そ　の 他口径 胴径 底径 器高

168 杯 ？ 0 各種砂粒、

微砂粒含む。

0淡黄燈色 0良好 。土師器

。約兆残存

〇B －11

169 杯 6 ．6 ○底部は回転糸切り。

0 底部内面は不整方向の

ナデ。

0 各種砂粒、

徴砂粒含む〕

0 淡黄褐色 0良好 0 土師器

0約％残存

いB －16

170 壷 14．9 12 ．5 。胴部最大径は下猪ほどの高

さにある。

。高台つき。

。高台内面に指かさえ痕。 。各種砂粒、

徴砂粒含む。

0 灰色 。良好 0 胴部工重

然紬。

OB －45

註1．C－6号横穴墓のブラック・バンド中、C－7号横穴墓のブラック・バンド中より細片として出土したものを復元。

註2・C－5号横穴墓のブラック・バンド中、C－8号横穴墓のブラック・バンド中およびI層直上、前庭床面直上より細片として出土したも

のを復元。

註3．C－6号横穴墓のブラック・バンド中、C－7号横穴墓のブラック・バンド中、C－8号横穴墓の表土中より細片として出土したものを

復元。
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畿灘観察蔑

出土遺構
遺物

番号

取　 上

番　 号
種類
最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）
形　　 態　　 上　　 の　　 特　　 徴 備　　　　　 考

A † 2号 171 Å－50 刀子 8．7※ 1．2 0．3 刀身最 3．4cm以上。細身のつくり。関は不均等南関。茎胴部は中 茎部に木質が僅か

横穴墓

i

i

細、茎尻は一一文字尻。 に残る。

172 A －51 刀子 8．7※ 上2 0．3 刀身長 3．4cm以上。先端部を欠く。関は均等南関。茎胴部は直。 茎部に木質が僅か

茎尻は一文字尻。 に残る。

173 Å－64 刀子 10．4 上7 0．4 刀身長 5．0cm。先端部を欠き、やや湾曲する。関は不均等南関か。

茎胴部は細、茎尻は粟尻。

茎部に木質が残る。

174 A －58 鉄 13．7 3．9 0．3 鉄身長5．O c恥 平両刃、椿薬式。関は大きく開き、頸部断面方形

を呈す。

175 A －63 鉄 9逐※ 1．9 0．3 鉄身長 3．3cm以上。箆被部 4．8cm を測る。商丸両刃、長頸箆被柳

薬式。関を有さ射 、。やや広がる開発被を有す。

176 A －56 鉄 14．5※ 1．0 0．3 鉄身長 L lcm、箆被部 6．6cm、茎部6．8cm を測る。平両刃、三角形

狭鋒長頸箆被式。関箆被を有す。

177 A －52 鉄 13．0※ 上1 0．2 鉄身長 2．9cm以上、箆被部 6．2cm、茎部 3．9cmを測る。平両刃、

長頸箆被柳薬式か。やや広がる開発被を有す。

茎部に木質が残る。

178 A －71 鉄 12．5 1．0 0．3 鉄身長 3，1cm、箆被部 7．2cm 、茎部 2．2cm を測る。平両刃、長頸

箆被柳薬式。錬箆被を有す。

179 A －66 鉄 11．6※ 上1 0．2 鉄身長2．9cm、箆被部8．7cm を測る。茎部を欠く。平両刀、長頸箆

被柳薬式。やや広がる開発被を有す。

180 A －53 鉄 11．1※ 0．9 0．2 鉄身長2．3cm、箆被部6．7cm、茎部2．1 cm以上を測る。両丸両刃、

長頸箆被柳薬式。疎箆被を有す。

茎部に木質残る。

181 A －6l 鉄 12．8 0．9 0．3 傲身長2．1cm、箆被部6．7cm、茎部4．0cm を測る。平両刃∴三角形 木製の矢柄に樹皮

狭鋒長頸箆被式。練箆被を有す。 を巻いて装着。

182 A －60 鉄 14．3 工0 0．2 鉄身長2．0cm 、箆被部7．5cm、茎部4．8 cmを測る。平両刃、三角形

狭鋒長頸箆被式。練箆被を有す。

183 A －62 鉄 13．8 0．9 0．3 鉄身長2．7 cm、箆被部7．8cm、茎部3．3cmを測る。平両刃、長頸箆

被柳葉式。関を有さない。練箆被を有す。

茎部に木質が残る。

184 Å－65 鉄 17．0 0．9 0．3 鉄身長2．8cm、箆被部9．5cm、茎部4．7 cmを測る。平両刃、長頸箆

被柳薬式。練箆被を有す。

185 A －69 鉄 17．0 0．9 0．3 鉄身長2．3cm、箆被部9．6 C恥∴茎部5．1cm を測る。平両刃、長頸箆

被柳薬式。関を有さ射 、。棟箆被を有す。

186 Å－68 鉄 2．4※ 0．8 0．1 刃部のみ、平両刃の鉄身。

187 A －67 鉄 14．5 0．5 0．3 頚部のみ、棟箆被を有す。

188 A －54 鉄 14．5 0．5 0．3 銃のため鉄身部の形態は不明。平両刃か。錬箆被を有す。 木製の矢柄に樹皮

を巻いて装置した

　ものか。

189 A 一一57 鉄 1、4．7 0．8 0．3 甥のため鉄身部の形態は不明。平両刃か。煉箆被を有す。 茎部に木質残る。

190 A －59 鉄 17．0 0。6 0．3 鉄身長工5 cm、箆被部9．8 cm、茎部5．7 cm を測る。繭丸両刃、三角

形狭鋒長頸箆被式。錬箆被を有す。

茎部に木質残る。

191 Å－65 鉄 18．4※ 0．8 0．4 鉄身長l。4 cm以上、箆被部12．5cm、茎部4．玩m以上を測る。雨丸両

刃、三角形揆鋒長頸箆被式か。練箆被を有す。魔被部が大きく曲

る。

茎部に木質残る。

192 A －37 鐸 6．2 4．8 0．4 倒卵形を呈し、やや厚手の造り。中央の孔は長径2．8cm、短径工8

cm を測る。

193 A －37 直刀 55．7 2．6 0．7 刀身は、フクラ切先、断面二等辺三角形、平造り。関は均等南関、

茎胴部は中細、茎尻は粟尻。茎に目釘孔を有す。高さ1．6cm、幅

茎部に木質が残る

※ほ残存値
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出土遺構
遺物

番号

取　 上

番　 号
種類
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（cm）

最大幅
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最大厚

（cm）
形　 態　 ＿＿上　 の　 特　 徴 備　　　　　 考

3 ．3cm 、厚 さ0 ．2cm を測 り、断面 「『」 字形 を皇す纏 が装着 されて

いる。

B － 1 号 194 B －86 刀子 10 ．7※ 0 ．9 0．3 刀身長6 ．5cm以上 、切先 を欠 く。細 身の 刀身。関 は均 等雨間、茎胴 刀身部 に本 質が残

横 穴墓 部 は細 、茎 尻は粟尻。 る。

B － 2 号 19 5 B －63 刀子 8 ．3 ※ 0 ．9 0．9 刀身長6 ．3 cm 以上、切先を欠 く。関 に近 づ くにつ れ て刃側が大 きく 茎部 に木 質残 る。

横 穴墓 81 広 がる。関 は不均等 南関、茎胴部 は直 か、茎 尻は不明。

196 B －52 鉄 10 ．4 ※ 1 ．6 0．4 飯身長2 ．7cm以上、箆被部5 ．5cm 、茎部2 ．4 cm 以上 を測 る。繭 九 両 木製の矢柄 に樹 皮

刃⊥三 角形狭鋒暢挟 長頸 箆被式。辣箆 被 を有す。 を巻 いて装着 。

197 B －74 鉄 11．5※ 1 ．7 0．4 鉄身長3 ．2cm 、箆被部5 ．7cm、茎部3 ．0cm以上 を測 る。 雨丸両刃 、 木製の矢柄 に樹 皮

三角形挟鋒暢挟 長頸 箆被式 。練箆被 を有す。 を巻 いて装 着。

198 B －57 鉄 11．8 ※ 工8 0．4 鉄身長3 ．2cm 、箆被部6 ．1‾cm、茎部3 ．2 cm 以上 を測 る。 両丸両刃、

三角形狭鋒暢挟 長頸 箆被式 。錬箆被 を有す。

199 B －53 鉄 12 ．0 ※ 1 ．2 0．3 鉄身長2 ．8cm以上 、箆被部4 ．9cm 、茎部 4 ．5cm 以 上 を測 る。 両丸両

刃ミ長頸箆 被柳薬晦挟 式 。練箆被 を有す。

200 B －54 鉄 10 ．4 ※ 1 ．3 0．4 鉄身長2 ．6cm 以上 、箆被部4 ．9cm 、葛部3 ．5cm以 上 を測 る。 両丸両

刃、良頸箆被柳薬傷挟 式 。練箆被 を有す。

201 B －55 鉄 12 ．9 ※ 1 ．3 0．4 鉄身長3 ．1cm 以上、箆被部5 ．7cm 、茎部4 ．8cm を測 る。両 丸両刃、長

頸箆被柳薬傷挟式 。箆 被の形態 は不 明。

202 B －56 鉄 10 ．0 ※ 1 ．1 0．4 鉄身長1 ．2cm 以上、箆被部4 ．宛m 、茎部4 ．6 cm を測 る。両 丸両刃、

長頸箆被柳葉隠挟式 か。やや広 くなる開発 被 を有す。

・203 B －58 鉄 9 ．2 ※ 1 ．4 0．3 鉄身長3 ．0cm 、箆被部4．8cm 、茎部工8cm 以上 を測る。繭 丸両 刃、長 木製の矢柄 に樹 皮

頸箆被柳薬輝挟式 。疎箆 被 を有す。 を巻 いて装着。

204 B －59 小 刀 25 ．9 1 ．8 0．3 刀身長18．0cm 、フ クラ切 先 。断面二等辺 三角形平造 り。 やや広 く

なる関 を有 す。南関か。茎胴部 は中細 、茎 尻は粟尻。茎 に幅 0．3

cm、長2 ．1cmの 目釘 が残 る。幅2 ．1cm の純 が残 る。

茎部に本質残 る。

205 B －64 直 刀 5工3 2 ．5 0．6 刀身長40．5cm 、切 先部 を欠 く。断面二等辺 三角形平造 り。．関 は不 刀身 e 茎部 に本質

均等南関 、茎胴部 は中細 、茎尻 は一文字尻 。長径 5 ．0cm 、短 径3 ．

＆m の倒 卵形 を呈す鐸及 び、幅1．8cm の鉄板 を断面倒 卵形 に曲 げた

純 が装着 される。

残 る。

C － 1 号

横穴墓

i

i

i

i

！

i

i

i

2 06 C －56 刀子 10 ．7※ 1．0 0 ．3 刀身長5 ．7cm 以上、切先 を欠 く。断面二等辺 三角形平造 り。南関 か。 茎部 に木質残 る。

207 C －28 刀子 5 ．7※ 0．7 0 ．2 刀身部の み、断面二等辺 三角形平造 り。

208 C －28 不明 1．8※ 0．2 0 ．2 断面方形 、一方端部 がやや肥大 して いる。 木 質が付着す る。

209 C －41 釘 11．8 0．5 0 ．5 頭部は 「七 」字状 に折 り曲げ る。断面方形。

木 目方向 が異 なる木 質が付着 す る。Y （Y i）－a 頬

木棺 材厚4．2cm 。

210 C －47 釘 ．11 ．5 ※ 頭部は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形。先端部 も折れ曲 が

り鈴状 を皇す。一一方方向の木 目の木 質が付着す る。Z （Z 2）－a 類

211 ．C －57 釘 11．．各 0．6 0 ．5 頭部 は 「U ．」字状 に折 り曲げ る。断面長方形。

木 目方向 が異 なる木 質が付着 す る。Y （Y 2）－a類

木棺材 厚4∴1cm 。

212 、C －10封 釘 10．4※ 0．6 0 ．4 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形 。

117 一一万方向の木 目の木 質が付着 す る。Z （Z l）－ a 類

213 C －60 釘 7．6※ 0．5 0 ．4 頭部は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形 。

95 一方方向の木 目の木 質が付着 す る。Z －．？類

214 C －53 釘 4．1※ 0 ．6 0 ．4 頭部は 「L 」字状 に折 り曲げ る。先端部 を欠 く。断面長方形 。

一方方向の木 目の木 質が付着 す る。　 ？

215 C －46 釘 7．9※ 0．5 0 ．4 頭部 を欠 く。断面長方形 。

一方方向の木 目の木 質が付着 す る。　 ？

216 C －40 釘 10・？ 0．5 0 ．4 頭部 は 「七 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形 。 木棺材厚4 ．4 cm 。

木目方向が異 なる木質 が付着 す る。Y （Y 2）－b 類 スキマ有 り。

※は残存値
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遺 物

番 号

取　 上
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最大長

（cm ）

最大幅

（cm ）

最大厚

（cm ）
形　　 態　　 上　　 の　　 特　　 徴 備　　　　　 考

l

217 C －49 釘 9．3 0．6 0 ．5 頭部は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長 方形 。 木棺 材厚4．8cm 。

木 目方向 が異 なる木 質が付 着す る。Y （Y 。）－b 類 スキマ有 り。

218 C －50 釘 9．7 0．6 0 ．5 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形 。 木棺 材厚4．4cm 。

10 1 木 目方向 が異 なる木 質が付 着す る。Y （Y 2）－b 類 スキマ有 り。

219 C －51 釘 9．8 0．6 0 ．5 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形 。

木 目方向 が異 なる木 質が付 着す る。Y （Y 2）一b 類

木棺 材厚4．6cm 。

220 C －62 釘 9．1 0．6 0 ．5 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形 。

木 目方向 が異 なる木 質が付 着す る。Y （Y t）－ C 類

木棺 材厚3．5cm 。

221 C －94 釘 9．1 0．6 0 ．4 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長 方形 。

？

木質ナ シ。

222 C －28 釘 8．8 0．6 0 ．4 頭部は僅 かに折 り曲 げ る。断面長方形 。 木棺 材厚4．2cm 。

117 木 目方向 が異 なる木 質が付 着す る。Ⅹ－ C 類

22 3 C －35 釘 8．6 0．6 0 ．5 頭部は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形 。

木 目方向 が異 なる木 質が付 着す る。Y （Y l）－C 類

木棺 材厚4．8cm 。

22 4 C －61 釘 8．7 0．7 0 ．4 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲げ る。断面長方形 。 木棺 材厚3．8cm 。

木 目方向 が異 なる木 質が付着 す る。Y （Y 2）－C 類 スキマ有 り。

225 C －65 釘 8．3 0 ．6 0．4 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲 げる。断面長方形 。 木棺材 厚4 ．0cm 。

木 目方向が異 なる木質 が付着 す る。Y （Y 2）－d 類 スキマ有 り。

226 C －28 釘 7．8 0 ．6 0．4 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲 げる。 断面長方形 。

木 目方 向が異な る木質 が付着 する。Ⅹ－d 類

木棺材厚3 ．7 cm 。

22 7 C －71 釘 8 ．0 0 ．5 0．3 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲 げる。 断面長方形 。 木棺材厚4 ．1cm 。

木 目方 向が異な る木質 が付着 する。 Y （Y 2）－d 類 スキマ有 り。

228 C －48 釘 7 ．9 0 ．6 0．4 頭部 の形状 は錆 のため不明 （丸頭 が 。断面長方形 。

木 目方 向が異な る木質 が付着す る。Y （Y 】）－d 類

木棺材厚3 ．8cm 。

22 9 C －10 2 釘 3 ．8 ※ 0．6 0 ．4 頭部 は rO 」字状 に曲げ る。断面 長方形 。

先端部 を欠 く。　　　　　　　　　 ？

木質 が付着 す る。

230 C －64 釘 5．6 ※ 0 ．6 0．4 頭部 は 「L 」字状 に折 り曲 げる。断 面長方形。先端部 を欠 く。 木棺材厚3 ．5cm 。

木 目方 向が異な る木質 が付着 する。Y （Y 。）－ ？ スキマ有 り。

231 C －66 釘 5．2※ 0．6 0 ．4 頭部 は錫 のため に破 損が著 しい。 「L 」 字状 に折 り曲 げた ものか。

断面長方形 。　　　　　　　　　　 ？

木質 が付着 する。

232 C －58 釘 4 ．0 ※ 0 ．5 0．4 頭部 を欠 く。断面不整形 。　　　 ？ 木質 が付着す る。

233 C －59 釘 6 ．2 ※ 0 ．4 0．4 頭部 を欠 く。断 面方形 。　　　　 ？ 木質 が付着す る。

234 C －10 0 釘 3 ．1 ※ 0 ．5 0．3 頭部 を欠 く。断 面長方形 。

木 目方向 が異 なる木質が付着す る。 ？

235 C －63 釘 3．8 ※ 0 ．5 0 ．4 頭部 ・先端部 を欠 く。断面長方形 。？ 木質が付着す る。

236 C －10 5 釘 4．0※ 0．5 0 ．4 頭部 を欠 く。断面 長方形 。　　　 ？ 木質が付着す る。

237 C －38 鞠 尻 4．1 3．2 0 ．2 両端部 がや や肥大 す る。断面倒 卵形 を呈す 。先端部 は突 き抜け る。 内面 に木質 が付着

す る。

238 C －36 鐸 8．4 6 ．0 0．2 やや変形 した倒卵形 を皇 し、薄手の造 り。 中央 孔は長径3．5cm 、 柄 と思われ る木 質

短径1．7cm を測 る。 が残 る。

239 C －39 直 刀 88．0※ 3．2 0 ．6 刀身長82．6cm 、カマス切 先。断面二等辺 三角形 、平造 り。幅 2．3cm 刀身、茎部 に木質

の鉄 板 を倒卵形 に曲げた純 が装着 される。茎部 に目釘 が残 る。 残 る。

C － 4 号 24 0 C －18 7 刀子 13 ．2 1．3 0 ．5 刀身長8．5cm 。断面二等辺三角形平 造 り。切先 は鋭 い。刃側 が内湾 茎部 に木質残 る。

横穴墓 する。南関 か。幅 1．1 cmの鉄板 を倒 卵形 に曲 げた純 が残 存す る。

241 C －17 0 鉄 14．3 1．4 0 ．4 鉄 身長2．6cm 、箆鞍 部7．1cm 、茎部 5．2 cm を測 る。両丸両刃 、三角

形広鋒陽 挟長頸箆被式 。やや広 くなる関箆被 を有す。

242 C －178 傲 12．8※ 1．4 0 ．3 鉄 身長2．4cm 以上。箆被部6．4cm 、茎 部4 ．4cm以 上 を測 る。両丸両 刃、

183 三角形広鋒陽挟長頸箆被式 。やや広 くなる関箆被 を有す。

※は残存値
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遺物

番号

取　 上

番　 号
種 類
最大長

（cm）

最 大幅

（cm ）

最大厚

（cm ）

形　　 態　　 上　　 の　　 特　　 徴 備　　　　　 考

243 C 車17 9 鉄 14 ．2※ 1．4 0．3 鍍身長2 4 cm以上 、箆 被部 7．1cm 、茎部 5．2cm を測 る。両丸両 刃、

三角形広鋒晦挟 長頸箆 被式。 やや広 くな る開発 被 を有す るか。

244 C －17 2 鉄 12 ．7 1，3 0．3 鉄身長2 ．6cm 、箆被部5 ．6cm 、茎部4 ．8cm を測 る。 両丸両刃、三角

形狭鋒瞳挟長頸箆 被式。やや広 くなる関箆 被 を有す。

245 C －17 5 鉄 10 ．3 ※ 1．3 0．3 鉄身長2 ．4cm 以上 、箆被部5 ．6cm 、茎部2 ．6cm以上 を測 る。両丸両

刃、三角形狭鋒陽挟 長頸箆被式 。やや広 くなる関箆被 を有 す。

246 C l 17 1 鍍 8 ．8 ※ 1．2 0．2 鉄身長2 ．6cm 以上 、箆被部4 ．3cm 、茎部2 ．4 cm 以上 を測 る。両 九 両 木製の矢柄 に樹 皮

刃、長頸箆 被柳 菓陽挟式。開発被 を有す。 を巻 いて装着 。

247 C －17 6 銀 13．5 1．3 0．3 鉄身長3 。9cm、箆被部4 ．5cm 、茎部5 ．4cm を測 る。両 丸両 刃、長頸

箆被柳葉隠挟 式。やや広 くなる開発 被 を有す。

248 C －18 1 －、鉄 11．2※ 1．2 0．3 鉄身長3 ．3cm以上 、箆 被部 4．6cm 、茎部3．6cm 以上 を測 る。 繭丸両

刃、長頸箆 被柳 葉陰挟式 、やや広 くなる開発被 を有 す。

249 C －18 鉄 9．2※ 1．3 0．4 鉄身 長4 ．0cm 、箆 被 部 4．1cm 、茎部1．5cm 以上 を測 る。両丸両刃、

長頸箆被柳 葉隠挟 式。 やや広 く在 る関箆被 を有す。

250 C －17 4 鉄 2．5※ 0 ．2 0．2 茎部 のみ。断面長橋円形 を呈す。

251 C －18 2 責金具 0 ．4 0．3 幅0 ．4cm の鉄板 を長径3 ．0cm 、短径2．1 cm の倒 卵形 に曲げ る。断面

194 長方形 を呈す。

252 C －18 4 責金具 2．8※ 0 ．3 0．2 や や湾 曲する。断面長方形 を望す。 253、25 4 と接 合す

るか 。

253 C －17 7 責金具 3．2※ 0．3 0．2 やや湾 曲す る。断面長方形 を皇す。

254 C －17 7 責金具 1．8※ 0 ．3 0．2 や や湾 曲す る。断面長方形 を呈す。

255 C －18 5 不明 径 0 ．7 0 ．7 0．2 径0 ．ウcm 、短筒状 を呈す。一方端 が肥大す る。 直 刀の付属 品か

C － 4 号 25 6 C －169 柄 頭 4．9 3．0 0．3 長径3 ．0cm 、短径2 ．0cm の倒卵形 を呈す。やや厚手の つ くり。 内面 に木 質残 る。

横穴墓 先端 は突 きぬ けず、傾斜 を もつ。 輪尻 の可 能性 もあ

る。

257 C －186 直 刀 52．8※ 2．7 0 ．6 刀身長43 ．4cm 、 フクラ切 先 。断面二等辺三角形平造 り。茎部 に目 刀身 や茎部 に木質

釘 が残 る。南関 か。茎胴部 は中細、茎尻 は不明。長径4 ．5cm 、厚 さ

0 ．6 cm の倒 卵形 を呈 す喰出鐸 及 び、幅2 ．2 cm の鉄 板 を倒 卵 形 に曲

げた縄 が装着 され る。

残 る。

C － 5 号

横穴墓

258 C －261 刀子 5．1※ 1．0 0．3 刀身 か ら茎部 にかけてのものか。銃 化が著 しい。

259 C －26 1 刀子 2．6※ 0 ．9 0．4 茎部 か。

260 C 脚26 5 鉄 10 ．6 2．3 0。3 錬身長5 ．9cm、有頸 の斧箭 広根式。茎端部 が折 れ曲 る。 茎部 に木 質残 る。

C － 5 号

周辺

261 C l 35 7 鉄 3 ．8 ※ 2．4 1．5 鉄身部 のみ。平両刃。

262 C l 35 7 鉄 2．9※ 0 ．8 0．1 鉄身長1 ．5cm。鉄身部 か ら頸部 にかけての残 欠。両丸両 刃、三角形

狭鋒長頸箆被式 か。関 を有 さない。

C － 6 号 26 3 C －15 6 刀子 7．6※ 1．1 0．4 刀身長4・4 cm 以上。切先 を欠 く。断面二等辺三角形 で、刃側 がゆ るく 蝿内 に木 質残 る。

横 穴墓 内湾 する。関部 が大 き く広 がる。幅 0。9cm の鉄板 を長楕 円形 に曲

げた純 が装着 され る。

264 C －19 3 刀子 5．2※ 0 ．8 0．3 刀身部 のみ。切 先を欠 く。断面二等辺 三角形。関側 がやや広 が る。

265 C －19 3 銀 3 ．9 ※ 1．6 0．4 鉄身長2 ．9cm。鉄身 から頸部 にかけての残 欠。繭丸両 刃、三角形狭

鋒月蕩挟 長頸 箆被式 か。

266 C l 1 93 鉄 4 ．3※ 1．4 0 ．3 鉄 身長2 ．6cm 。鉄身 から頸部 にかけての残欠 。両 丸両 刃、三角形狭

鋒招集挟 長頸箆 被式 か。

267 C l 14 8 倣 2．1※ 0．3 0．3 茎部 のみ。断面方形 を室す 。 木 質残 る。

268 C －193 鉄 5．0※ 0．6 0．3 茎部 のみ 。魔 被側 は断面長方形 、先端部 は断面方形 を皇す。 木製 の矢柄 に樹 皮

を巻 いて装着 。

269 C －193 鉄 3 ．6 ※ 0．5 0．3 茎部 のみ。断面長方形 を呈 す。 木質残 る。

※は残存値
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出土遺構
遣物

番号

取　 上

番　 号
種類
最大 長

（cm）

最大幅

（cm ）

最大摩

（cm ）
形　　 態　　 上　　 の　　 特　　 徴 備　　　　　 考

270 C －19 3 鉄 2．1※ 0 ．6 0．3 箆被部 のみ。断面長方形 を呈す。

271 C －193 鉄 4．8※ 0 ．4 0 ．3 茎部 のみ。断面長方形 を呈す。 木製 の矢柄 に樹 皮

1を巻 いて装着 。

272 C －19 3 鉄 3 ．6※ 0 ．6 0，3 箆被部 か ら茎部 にかけて残 欠。 断面長方形 を呈す。練箆被 を有 木製 の矢柄 に樹 皮

す。 を巻 いて装着 。

273 C －15 2 鞠尻 4 ．7 2．9 0．3 長径2 ．9cm 、短径1 ．9cmの倒卵形 を呈す。先端 は突 きぬけず、傾斜 内面 に木 質残 る。

？ をもつ。 柄頭 の可能性 有。

274 C 弓55 直 刀 59 ．5※ 2．8 0．7 刀身長54．1cm 以上。切先 を欠 く。断面二等辺三角形平造 り。関は 刀身 、純 内面 に木

均等南関 、茎胴部 は中細∴茎尻 は不明。茎部 に目釘 が残 る。純 と 質残 る。

長径3 ．8cm 、短径2 ．7 cm の倒 卵形 の喰 出埠 が一体 となるものか。

C － 7 号

横 穴墓

i

i

i

l

i

i

i

i

i

2 7 5 C －268 刀子 13 ．6 1．4 0．4 刀身長8 。Ocm 、切先 はにぶ く、や や反 りをもつ。関はやや広 く登る 茎部 に木 質残 る。

均等南関 か。董 胴部 は中細 、茎 尻は粟尻。幅1．2cm の鉄 板 を倒 卵

形 に曲 げた組 が装着 される。

276 C －26 9 刀子 12 。9 ※ 上1 0．4 刀身長6 ．0cm 鉦 上。切 先 を欠 く。刃 ・背 とも内湾す る。片関 か。茎 鈍 外面 に木 質付着

339 胴部は中細 、茎 尻は粟尻 か。幅0 ．5cmの鉄板 を倒 卵 形 に曲げた錦

が装着 される。

す る。

277 C 齢270 刀子 14 ，1 1，4 0 ．5 刀身長8．Ocr転切先 は鋭 い。断 面二等辺三角形。関 は均等 南関、 茎

胴部 は直、茎尻 は粟 尻。

茎部 に木質残 る。

278 C －273 鉄 8．7※ 0．9 0 ．3 鉄 身か ら箆被部 にかけての残欠。鉄身長 上2cm 。片丸両刃、三角形

298 狭鋒 長頸箆 被式 か。

279 C …298 鉄 4．9※ 0．4 0．3 箆 被部 のみ。断面長方形 。

280 C －339 鉄 4．2※ 0．5 0 ．3 箆被部 か ら茎部 にかけての残 欠。断面長方形。棟箆 被 を有す。

281 C －339 鉄 2．8※ 0．9 0 ，3 銀嶺義士 1cm 。片 丸両 刃、三角形狭鋒長頸箆被式 か。

鉄 身か ら箆 被部 にかけての残 欠。

282 C －272 鉄 3，8※ 0．5 0 ．3 箆 被部 のみ 。断面長方形 。

283 C －266

2 98

鉄 6．4※ 0．5 0 ．2 箆被部 のみ 。断面長方形 。

284 C －27 1 鉄 10．8※ 上1 0 ．3 鉄 身か ら箆 被部 にかけての残 欠。鉄身長 2．6cm以 上。両丸両刃 、

長頸箆 被柳 薬式 か。

285 C …274 鉄 14．2※ 0．8

l

0 ．3 鉄 身長1．2cm以上 、箆 被部9．4cm 、茎部3 。6cm を測 る。 両 丸両刃、

275

2 98

三角形狭鋒 長頸 箆被式 。疎箆 被 を有す。

286 C －266 鉄 3．9※ 2．8 0 ．4 銀 身部 のみ 。両丸両 刃、有頭平根 五角形式 か。

287 C －294 鉄 11．6※ 2．6 0，4 鉄身 長4 ．3cm 以 上、箆被部2 ．8cm 、茎部4 ．6cm 以上 を測 る。両丸両

刃、広鋒 長三角形陽挟式 か。 関箆 被 を有す。

！
288 C －29 6 玲尻 5．6 3．2 0．1 長径3 ．2cm 、短径 L 8 cm の倒卵形 を室す。鞠日側 に責金具 が付 く。

先端 は突 きぬけず、平坦。

289 C －29 3 直刀 43．9 2．8 0．6 刀身長33．9cm 。カマ ス切先 。断面二等辺三角形。関 は均等 南関、

茎胴部 は中細 、茎尻 は粟尻。茎部 には 目釘 が残 る。幅2 ．1cm の鉄

板 を倒卵形 に曲 げた鈍 が装着 され る。

C － 8 号 29 0 C －313 刀子 11．8※ 上2 0．3 刀身 長6 ．宛m以上 。切先 を欠 く。刃側 が内湾す る。関 は均等 南関 か、茎部 に木 質残 る。

横穴墓 茎胴部 は中細 ∴茎尻 は粟尻 か。幅 上1cm の鉄板 を楕 円形 に曲 げた

錐 の一部 が残 る。

291 C －31 4

34 8

刀子 8．7※ 1．2 0．2 刀身長5 ．2cm以上 。切 先 を欠 く。 刃側 がやや内湾 す る。関 は不均

等南関 か、茎 胴部 は中細、茎尻 は不明。幅L Ocm の 鉄板 を倒 卵形

茎部 に木 質残 る。

に曲 げた鍋 の一部 が残 る。

292 C －312 刀子 7．0※ 上1 0．3 刀身長2 ．6cm 以上 。半 分以上 を欠 く。不均等 南関 か、茎胴部 は細 、

茎尻 は隅切尻 。

茎部 に木 質残 る。

※ほ残存値
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遺物

番号

取　 上

番　 号

最 大長

（cm ）

最大幅

（cm ）

最大厚

（cm）

備　　　　　 考出土遺構 種類 形　　 態　　 上　　 の　　 特　　 徴

293 C －305 鉄 12．9 1．7 0．3 錬 身長乱 玩料∴箆被部 5．2cm 、茎部5 ．0cm を測 る。雨 丸両刃、三角形

広鋒晦挟 長頸 箆被式。関箆被 を有す。

294 C －310 鍍 14．4 1．1 0．3 鉄 身長 3．5cm 、箆 鞍部 5．4cm 、茎 部5．7cm を測 る。片丸両 刃、長頸 箆

被柳菓腹挟 式。 やや広 くな る開発 被 を有す。

295 C －304 鍍 14．9 L l 0．3 鉄 身長鼠 6cm 、箆 被部5．1cm 、茎部6．2cm を測 る。南平 両刃、長頸 箆

被柳菓 式。線箆被 を有 す。

296 C －307 鉄 14．9 L l 0 ．4 鍍 身長3．7cm 、箆 被部5．6cm．、茎部5．6cm を測 る。片丸両刃、長頸箆

被柳 秦式。やや広 が る開発 被 を有す。

297 C －30 2 鉄 12．0※ 0．9 0 ．2 麟 身長2．鮎m 、籍 被部7 ．2cm 、茎部2 ．Ocm D 、上 を測 る。 両丸両刃 、

長頸 箆被柳菓式 。晩発 被 を有す。

298 C l 30 8 飯 15 ．6 ※ 0 ．9 0．4 錬 身長4．9cm 、箆被部5 遁cm、茎部4 ．8cm以 上 を測 る。鍍身部 は二段

になり、共 に片 丸両刃。長頸箆認柳葉式 の変化。関 は射 ㌔

錬箆被 を有 す。

茎部 に木 質残 る。

299 C －30 3 銀 16、サ8 0．9 0．5 銀身長3 ．0cm 、箆被部8 ．0cm、茎部5 ．8cm を測 る。片丸両 刃も長頸魔

被柳薬式。関 はない。開発被 を有 す。

300 C l 30 1 鍍 15．4 0 ，8 0．2 鉄身長2 ．Oc恥 箆被部8 ．3cm 、茎部5諸彿以上 を測 る。南 丸両刃、 最 本製 の矢柄 に樹 皮

頻発被柳糞式 。関は ない。練箆被 を有す。 を巻 いて装着 。

301 C －30 6 鍍 10 ．1※ 0 ．5 0．3 銀身 と箆被部 の一部 を欠 く。断面 長方形。やや広 がる関箆被 を有

す。

302 C －30 9 鉄 8．6※ 0 ．5 0。3 箆被部 か ら茎 部 にかけての残 欠。断面長方形。やや広 が る開港 被

を有 す。

303 C －34 0 鍍 7．9※ 0．5 0．4 箆被部 か ら茎部 にかけての残 欠。断面長方形。醸箆被 を有す。

304 C －311 鉄 7．6※ 0．4 0 ．3 魔被部 から茎部 にかけての残 欠。断面長方形。や や広 が る開発被

を有す。

305 C －350 錬
巨 9※

0．4 0 ．4 茎部 のみ。断面方形 。 木 質が残 る。

306 C l3 15 飯 6．2※ 0．8 0 ．3 鍍 身部 から箆被部 にかけての残欠。先端 を欠 く。鉄 身長1．2cm 以

上。片丸両 刃、三角形 狭鋒 長頸 箆被式 か。

307 C －315 鍍 4．3※ 0．8 0 ．2 鉄 身部 から箆被部 にかけての残欠。鉄身長2 諸cm 。片丸両刃、長頸

箆 被柳 菓式 か。

308 C －257 級 3．9※ 0．9 0．2 鍍 身部のみ。片 丸両刃。

※は残存値
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玉類観察喪

出土遺構

遺物

番号
種　 類

取上

番号

a 巨
C
恒

色　　　 調 出土遺構

遺物

番号

種　 類
取上

番号

a b C
材　 質 色　　　 調

（mn） （m ）

B － 1 号 331 勾　 玉 80 28．4 7．7 3．0－1．1 メノウ 黄　　　 茶 B － 1 号 385 小　 玉 134 2．0 3．8 1．1 ガラス 青　　　 緑

B － 1 号 332 勾　 玉 115 30．8 8．0 2．5－1．6 碧　 玉 濃　　 緑 B － 1 号 386 小　 玉 134 1．9 4．2 1．5 ガラス 淡　　 青

B － 1 号 333 勾　 玉 88 27．9 7．5 2．9－1．4 メノウ 淡黄茶乳白 B － 1 号 387 小　 玉 134 3．8 3．7 1．2 ガラス 淡　　　 青

B － 1 号 334 勾　 玉 116 34．4 10．0 2．9－1．4 メノウ 赤　　　 茶 B － 1 号 388 小　 玉 134 1．8 3．9 1．2 ガラス 淡　　　 青

B － 1 号 335 勾　 玉 117 24．1 7．0 2．7－1．0 メノウ 淡　 黄　 茶 B － 1 号 389 小　 玉 134 2．6 4．0 1．5 ガラス 淡　　　 青

B － 1 号 336 管　 玉 90 25．3 8．3 3．9－2．7 碧　 玉 濃　　　 緑 8 － 1 号 390 小　 玉 134 2．3 3．7 1．2 ガラス 淡　　 青

B － 1 号 337 切子玉 91 16．2 13．2 3．5－1．3 水　 晶 透　　　 明 B － 1 号 391 ′j、 玉 134 1．0 3．4 1．1 ガう ス 青　　　 緑

B － 1 号 338 切子玉 92 13．8 11．6 3．3－2．2 水　 晶 透　　　 明 B － 1 号 392 小　 玉 134 2．7 4．0 1．3 ガラス 濃　　 育

B － 1 号 339 切子玉 128 21．5 15．3 3．4－1．5 水　 晶 透　　　 明 B － 1 号 393 ′j、 玉 134 2．6 4．2 1．3 ガラス 濃　　　 青

B － 1 号 340 切子玉 94 12．2 10．3 2．7－1．5 水　 晶 透　　　 明 B － 1 号 394 小　 玉 134 2．6 3．9 1．3 ガラス 濃　　　 青

B － 1 号 341 切子玉 112 12．3 8．4 4．4－1．6 水　 晶 透　　　 明 B － 1 号 395 小　 玉 134 2．0 3．2 1．7 ガラス 暗　　　 青

B － 1 号 342 切子玉 120 13．．0 11．3 3．2－1．4 水　 晶 透　　　 明 B － 1 号 396 小　 玉 134 2．0 3．2 1．5 ガラス 暗　　　 青

B － 1 号 343 切子玉 121 9．4 8．5 2．7－1．2 水　 晶 透　　　 明 B － 1 号 397 小　 玉 134 2．2 3．8 1．0 ガラス 暗　　 青

B － 1 号 344 切子玉 123 11．3 9．9 3．4－2．2 水　 晶 透　　　 明 B － 1 号 398 小　 玉 134 2．9 3．8 1．2 ガラス 濃　　　 緑

B － 1 号 345 切子玉 134 7．9 11．8 2．7－1．6 水　 晶 透　　　 明 B － 1号 399 小　 玉 134 2．3 4．3 1．8 ガラス 淡　　 青

B － 1 号 346 九　 五 95 8．9 12．7 3．7－1．6 水　 晶 透　　　 明 B － 1号 400 小　 玉 134 2．0 3．3 1．4 ガラス 暗　　　 青

B － 1 号 347 小　 玉 87 10．8 7．9 2．1 ガラス 濃　　　 青 B －1 号 401 小　 玉 137 2．7 4．0 1．8 ガラス 濃　　　 青

B － 1号 348 ′j、 玉 89 8．0 9．5 1．8 ガラス 濃　　　 青 B －1 号 402 小　 玉 138 2．0 3．8 1．0 ガラス 濃　　　 青

B － 1号 349 小　 玉 93 8．8 8．5 2．3 ガラス 濃　　　 音 B －1 号 403 ′j、 玉 139 2．9 4．0 1．0 ガラス 濃　　 青

B － 1号 350 小　 玉 113 5．5 7．6 1．6 ガラス 濃　　　 青 B － 1 号 404 ′j、 玉 140 2．9 3．6 1．0 ガラス 濃　　 青

B － 1号 351 小　 玉 118 － 7．4 2．5 ガ ラス 濃　　　 青 B － 1 号 405 小　 玉 141 2．2
－ 1．5 ガラス 淡　　　 青

B － 1号 352 小　 玉 119 5．4 7．6 1．6 ガラス 濃　　 青 C － 1 号 406 切子玉 54 2 0．6 15．4 3．8－1．6 水　 晶 透　　　 明

B － 1号 353 小　 玉 122 5．2 8．5 1．7 ガラス 濃　　 青 C － 1 号 407 切子玉 104 21．5 15．4 3．8－1．1 水　 晶 透　　　 明

B －1 号 354 小　 玉 124 4 ．6 8．3 2．1 ガラス 濃　　　 音 C － 3 号 408 勾　 玉 75 3 3．8 10．4 3．1－1牒 水　 晶 透　　　 明

B － 1号 355 小　 玉 125 4 ．5 7．2 1．7 ガラス 濃　　 青 C － 3 号 409 勾　 玉 76 3 3．4 9．8 3．2－1．4 水　 晶 透　　　 明

B － 1号 356 小　 玉 126 6．3 8．4 2．8 ガラス 濃　　　 青 C － 3 号 410 勾　 玉 77 3 8．7 10．5 2．5－1．2 メノウ 黄茶～淡紫

B － 1号 357 小　 玉 127 6．6 9。0 1．5 ガラス 濃　　　 青 C … 3 号 411 勾　 玉 78 33．4 9．4 2．7－1．2 メノウ 黄茶～乳白

B － 1号 358 小　 玉 134 5．1 7．9 1．2 ガラス 濃　　 音 C － 3 号 412 勾　 玉 79 30．2 9．1 2．8－1．2 メノウ 黄　　　 茶

B － 1号 359 小　 玉 134 5．4 7．9 1．6 ガラス 濃　　 青 C － 3 号 413 勾　 玉 80 35．9 9．9 3．1－1．0 メノウ 黄　　　 茶

睦 － 1号

；B … 1号

睦 － 1号

360 ′J、 去 134 4 ．1 7。4 2．2 ガラス 濃　　 青 C － 3 号 414 勾　 玉 91 32．1 10．5 2．6－1．5 メノウ 黄　　　 茶

361 小　 玉 134 4．3 7．2 1．3 ガラス 濃　　　 青 C － 3 号 415 管　 玉 81 28．8 10．5 3．0－2．5 碧　 玉 明　　　 緑

362 小　 玉 134 5．9 7．8 1．8 ガラス 濃　　　 青 C － 3 号 416 小　 玉 96 5．8 7．5 1．3 ？ 黒

B － 1号 363 小　 玉 134 5．5 6．4 1．6 ガラス 濃　　 緑 C － 4 号 417 九　 五 145 10．4 12．9 2．9－1．9 水　 晶 透　　　 明

B － 1号 364 小　 玉 13・5 6．2 7．3 1．6 ガラス 濃　　 青 C － 4 号 418 小　 玉 145 6．7 6、9 1．3 ガラス 濃　　　 青

B － 1号 365 小　 玉 136 6．0 8．8 1．8 ガラス 濃　　 青 C － 4 号 419 小　 玉 144 3．5 4．7 1．6 ガラス 淡　 緑　 青

B － 1号 366 小　 玉 145 3．7
－ －

ガラス 濃　　 青 C － 4 号 420 小　 玉 144 3．7 5．5 1．5 ガラス 淡　　　 青

B － 1号 367 小　 玉 130 2．4 4．1 1．0 ガラス 濃　　 青 ．C － 4 号 421 小　 玉 144 3．5 5．3 1．6 ガラス 濃　　　 青

B － 1号 368 小　 玉 131 2．9 4．2 1．2 ガラス 濃　　 青 C － 4 号 422 小　 玉 149 3．1 4、8 1．0 ガラス 濃　　　 育

B － 1 号 369 小　 玉 134 2．6 3．8 1．0 ガラス 濃　　 青 C － 4 号 423 小　 玉 149 2．7 5 ．7 1．7 ガラス 濃　　 青

B － 1 号 370 小　 玉 134 2．1 4．6 1．2 ガラス 濃　　　 青 C － 4 号 I 42 4 小　 玉 149 2．3 4 12 1．0 ガラス 淡　　　 青

B － 1 号 371 小　 玉 134 2．1 5．0 1．4 ガラス 濃　　　 青 C － 4 号 425 土　 玉 149 4．4
－

1．0 土　 製 暗　 茶　 褐

B － 1 号 372 小　 玉 134 2．0 4．0 1．0 ガラス 濃　　　 青 C － 4 号 426 土　 玉 149 4．4 4．6 1．2 土　 製 暗　 茶　 褐

B － 1 号 373 小　 玉 134 1．8 3．3 1．2 ガラス 暗　　　 青 C － 4 号 427 土　 玉 149 5．8
－ －

土　 製 暗　 茶　 褐

B － 1 号 374 小　 玉 134 1．9 3．6 1．5 ガラス 青　　　 緑 C － 4 号 428 土　 玉 149 5．6
－ －

土　 製 暗　 茶　 褐

B － 1 号 375 小　 玉 134 2．8 4 ．3 1．2 ガラス 濃　　 青 C － 4 号 429 土　 玉 201 5．8 6 ：4 0．8 土　 製 暗　 茶　 褐

B － 1 号 376 小　 玉 134 2．0 3．6 1．0 ガラス 濃　　 青 C － 4 号 430 土　 玉 201 4 ．7 5！2 0．8 土　 製 暗　 茶　 裾

B －1 号 377 小　 玉 134 2．8 3．8 1．2 ガラス 濃　　 青 C － 4 号 431 土　 玉 201 － 6．0 －
土　 製 暗　 茶　 褐

B －1 号 378 小　 玉 134 1．1 4 ．7 1．4 ガラス 濃　　　 青 C － 4 号 432 土　 玉 201 － － 2．7－1．1
土　 製 暗　 茶　 裾

B －1 号 379 小　 玉 134 1．8 3．2 1．0 ガラス 青　　 緑 C － 7 号 433 管　 玉 280 24 ．1 8．2 2．7－1．1 碧　 玉 濃　　　 緑

B － 1号 380 小　 玉 134 2．4 3．8 1．2 ガラ、チ 青　　　 緑 C － 7 号 434 勾　 玉 278 3 7．4 11．0 2．6－1．8 メノウ 黄　　　 茶

B － 1 号 381 小　 玉 134 2 ．9 4 ．0 1．0 ガラス 濃　　 青 C － 7 号 435 勾　 玉 279 34．5 9．4 3．1－1．5 碧　 玉 濃　　　 緑

B － 1 号 382 ′j、 玉 134 1．9 3．7 1．1 ガラス 濃　　 青 C － 7 号 436 九　 五 338 8．6 11．2 2．9 火成岩 淡　　 畢

i B － 1 号

i B － 1 号

383

38 4

小　 玉

小　 玉

1可

134 ！

2可

1・O i

3．5

4．1

1．2

1．9

ガラス

ガラス

青　　　 緑

濃　　　 青

ic － 7 号

！

437

l

丸　 玉 338 8．5 10．0 3．5－2．8

l

ガラス 黄　　　 白

150



耳環　観　察　表

出 土 遺 構

遣 物

番 号

取　 上

番　 号

a b C d
材 質　　 備 考 出 土 遺 構

遺 物

番 号

取　　 上

番　　 号

a b C d
！材 質　 備 考

（m m ） （m m ）

B － 1 号 3 0 9 B － 9 6 2 7 ．7 2 5 ．5 8 ．5 6 ．1 鋼 環 に銀 鍍 金 C － 3 号 3 2 0 C － 9 0 2 9 ．6 2 5 ．8 6 ．1 6 ．2 銅 環

B － 1 号 3 1 0 B － 1 2 9 （2 7 ，5） 2 5 ．・5 8 ．0 6 ．1
鋼 環 に銀 鍍 金

腐 蝕 著 しい
C － 4 号 3 2 1 C － 2 0 4 （3 0 ．0 ） （2 5 ．8 ） （ 6 ．4 ） （ 7 ．0 ）

銅 環 に銀 鍍 金

腐 蝕 著 しい

B － 2 号 3 1 1 B － 4 0 （2 9 ．2 ） （2 4 ．4 ） （ 5 ．2 ） （ 5 ．5 ）
銅 環

腐 蝕 著 しい
C － 4 号 3 2 2 C － 2 1 1 2 9 ，3 （2 6 ．9 ） 8 ．2 7 ．1

銅 環 に銀 鍍 金

腐 蝕 著 しい

B － 2 号 3 1 2 B － 7 3 3 1 ．2 2 7 ．9 7 ．2 7 ．4 鋼 環 C － 6 号 3 2 3 C － 2 4 （2 5 ．5 ） （2 2 ．1 ） 5 ．3 5 ．4
鋼 環 に銀 鍍 金

腐 蝕 著 し い

C － 1 号 3 1 3 C － 4 2 1 9 ．7 1 7 ．5 5 ．1 3 ．5 銅 環 に金 鍍 金 C － ．6 号 3 2 4 C － 6 9 2 5 ．9 2 3 ．7 5 ．5 5 ．4
銅 環 に銀 鍍 金

C － 1 号 3 1 4 C － 4 3 1 9 ．2 ・1 7 ．1 4 ．9 3 ．4 銅 環 に金 鍍 金 C － 7 号 3 2 5 C － 2 7 6 2 3 ．0 2 工 2 6 ．4 4 ．7 銅 環 に銀 鍍 金

C － 1 号 3 1 5 C － 4 4 2 5 ．9 2 3 ．8 8 ．0 5 ．6 鋼 環 に金 鍍 金 C － 7 号 3 2 6 C － 2 9 5 2 2 ．1 2 1 ．2 6 ．5 4 ．5 銅 環 に 金 鍍 金

C － 1 号 3 1 6 C － 4 5 2 5 ．4 2 3 ．5 7 ．8 5 ．5 銅 環 に金 鍍 金 C － 7 号 3 2 7 C － 2 9 2 2 3 ．9 2 2 ．1 6 ．5 5 ．2 銅 郵 二金 鍍 金

C － 1 号 3 1 7 C － 5 2 2 2 ，1 2 0 ．7 7 ．1 4 ．7 鋼 環 に金 鍍 金 C － 7 号 3 2 8 C － 2 7 7 2 5 ．6 2 3 ．2 6 ．6 ・5 ．8 ． 銅 環 に 金 鍍 金

C － 1 号 3 1 8 C － 5 5 2 1 ．8 2 0 ．4 6 ．8 4 ．5 鋼 環 に金 鍍 金 C － 8 号 3 2 9 C － 2 9 9 3 4 ．3 3 1 ．5 9 ．8 9 ．1
太 型 中 空

銅 環 に金 鍍 金

C － 3 号 3 1 9 C － 7 4 2 9 ．5 12 6 ．0 6 ．4 6 ．2 銅 環 C － 8 号 3 3 0 C － 3 0 0 3 4 ．8 3 1 ．9 9 ．8 9 ．0
太 型 中 空

銅 環 に 金 渡 金

玉類・耳環計測箇所
C

口

二
蘭
l

l

l

l

l

I

l

I

l

l

l

I

l

l

晶

1

補遺　〈耳環金属鑑定について〉

大路山B－2号横穴墓出土の耳環（遣物番号311）について、日立金属株式会社和銅記念館◎　冶金研究所の協力

を得て、急遽、金属鑑定を行なった。短時間に行なったため正確を期しがたい点もあるが、走査型顕微鏡を用いた

分析によると、純粋な鋼（Cu）地金に、銀（Ag）鍍金を行なっているという結果が得られた。無理なお願いを聞

いていただいた同記念館。佐藤豊副館長および同研究所・瀬崎博史主任に改めて謝意を表します。
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図 版



図版1

大硲山横穴墓群全景



C－Ⅱ小支群遠景

C－Ⅲ小支群遠景



図版3

A－1号横穴完掘状況



前庭遺物出土状況



図版5

A－2号横穴墓
前庭遣物出土状況

玄門（玄室内より）

玄室内排水溝
掘削工具痕



図版6

A－2号横穴墓玄室内
人骨出土状況

遣物出土状況
左一平瓶と態の組み合せ

右一直刀

1



図版7

B－1号横穴墓
完掘状況

閉塞押さえ石

前庭遺物出土状況



図版8

B－1号横穴墓
玄門・玄室内
遺物出土状況

玄室内遺物出土状況
須恵器屍床

玄室内
玉類・耳環出土状況
1

．′l



B－2号横穴墓完掘状況



後背周溝・盛土墳丘
土層断面

後背周溝・テラス
完掘状況



図版11

B－2号横穴墓玄室内
礫床と遺物出土状況

棺台と遺物出土状況

B－3号横穴完掘状況



図版12

C－1号横穴墓
完掘状況

玄室側壁

掘削工具痕



図版13

C－1号横穴墓羨道部
平瓶出土状況

玄室内
礫床・人骨・遺物
出土状況

玄室内
遣物出土状況



図版14

C－2号横穴完掘状況

C－3号横穴墓
完掘状況

玄門・前壁
（玄室内より）



図版15

C－3号横穴墓玄室内
遺物出土状況

遺物出土状況

C区北側斜面
保安足場



玄室内
遺物出土状況



図版17

C－4号横穴墓玄室内
遣物出土状況

玄室内

遣物出土状況

後背周溝完掘状況



図版18

C－5号横穴茎
完掘状況



前庭遣物出土状況

閉塞押さえ石
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醗瀾媚鸞図版20
㌦

玄室内
遺物出土状況



図版21

C－7号横穴墓
完掘状況

前庭土層断面及び
遺物出土状況

前庭遣物出土状況
′袈′

ケ　サ

＿うでじ

J芯



・、l、

．．

寸　　　　1

▼

・・・、

≠・・1．

。1

（、・二

′

やグ

ノ

ノ

／

図版22

C－7号横穴墓玄室内
遺物出土状況

玄室内
造物出土状況

玄室内
造物出土状況



図版23

C－8号横穴墓
完掘状況

羨道部及び玄門

前庭遺物出土状況



図版24

C－8号横穴墓玄室奥壁

′

玄室内
須恵器屍床・人骨出土状況



図版25

C－8号横穴墓
玄室内須恵器屍床
遺物出土状況

玄室内須恵器屍床

遣物出土状況

C－9号横穴
完掘状況



不明遺構1

図版26
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付論図版



付論図版工

A－2号横穴墓la，b：1号人骨頭蓋，2a，b：2号人骨頭蓋，3a，b，C：5号人骨頭蓋



付論図版Ⅱ

A－2号横穴墓1：1号人骨上肢骨，2：1号人骨下肢骨，3：4号人骨左脛骨（骨髄膣内に砂を認める）



付論図版Ⅲ

A－2号横穴墓1：2号人骨上肢骨，2：5号人骨下肢骨



付論図版Ⅳ

C－8号横穴墓Ia，b：第1頭蓋，2：第3頭蓋，3：第4頭蓋，4a，b：第5頭蓋



付論図版Ⅴ

C－8号横穴墓1a，b：第5頭蓋，2a，b：第6頭蓋，3a，b，C：第7頭蓋
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付図1大塔山横穴墓群調査前地形測量図



付図2　大塔山横穴茎群全体図
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